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本県には豊かな自然とともに、集落跡、古墳、城館跡など多くの遺跡が残っていま

す。

埋蔵文化財は、地域の歴史と文化に深く根ざした国民共有の財産でありますが、現

在、物質的な豊かさの追求から教育・文化等の内面的な充実が求められており、人々

の埋蔵文化財への関心は高まりを見せています。そのような中で先人の残したかすが

えのない埋蔵文化財を正しく理解し、次代に引き継ぎ、地域で積極的に保存活用して

いくことは、現代に生きる私たちの責務でもあります。

埋蔵文化財にとって、現状のまま保存することが最善ではありますが、近年の大規

模な開発事業等によって現状保存することは、難しい場合が多くなってきており、発

掘調査を実施し、記録保存しているところです。このような現実の中で、埋蔵文化財

保護と各種開発事業との円滑な調整を図るには、遺跡の性格、所在地、範囲等を正確

に示し、周知する必要があることは言うまでもありません。

当教育委員会では、国庫補助金の交付を受けて、昭和52年度以来、遺跡の分布調査

を実施していますが、現在確認されている遺跡数は1万2千近くにも上ります。これ

らの遺跡を広く周知するとともに、開発事業との調整の中で行った発掘調査の記録や、

遺跡の範囲及び内容確認を目的とした試掘調査の記録を明らかにすることが必要であ

ると考え、平成元年度より報告書を作成しております。

本報告書は平成17年度に実施した県内遺跡の発掘調査、試掘調査及び分布調査の成

果を主にまとめたものです。本報告書が活用されることにより、文化財の保護に役立

てば幸いに存じます。

調査の実施と報告書の作成にあたり、御指導御協力をいただいた多くの方々に心よ

り感謝申し上げます。

平成19年3月

岩手県教育委員会

教育長 照井



例

1本書は、岩手県教育委員会が平成17年度に実施した県内遺跡発掘調査事業に係る調査結果の概要報告で

ある。なお、本事業は国庫補助金の交付を受けて実施したものである。

2 本事業は、岩手県教育委員会が主体となり、関係市町村教育委員会の協力を得て実施した。

3 遺跡位置図は国土地理院の1/25,000の地形図を原図に、原寸大を原則とし、遺構及びトレンチ配置図

は、各業者より入手した地形図あるいは工事平面図を原図として掲載した。

4 発掘調査については、概略を記した。

5 試掘調査に係る遺跡の指定範囲についてはアミで示し、試掘トレンチは実線で示した。

6 本事業の調査、整理、報告書編集等は、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課の高橋 一浩主任主査、

菅 常久文化財専門員、花坂 政博文化財調査員、相原 伸裕文化財調査員、溜 浩二郎文化財行政研究

員が担当した。

7 本事業の記録及び出土品は、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課が保管している。
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I 発掘調査

l 緊急地方道整備事業(斉羽場館跡)

2 緊急地方道整備事業(上和町I遺跡・備中館跡)

3 ほ場整備事業 神橋地区(田屋遺跡)

4 一般県道永沢水沢線満倉地区歩道設置工事(兵法田遺跡)

5 下水道施設整備事業(中島遺跡)

6 一般国道455号バイパス事業(巣子Ⅵ遺跡)

7 畑地帯総合整備事業束奥中山地区(上家向遺跡)

8 花巻空港整備事業(石持I遺跡)

9 ほ場整備事業 大明神地区(上野々遺跡)

10 県立花巻厚生・北上病院統合整備事業(浦沢遺跡)

Ⅱ 試掘調査

1 胆沢ダム建設事業(大平野Ⅱ遺跡)

2 いさわ南部農地整備事業(宮沢原下遺跡)

次

3 一般県道二戸一戸線堀野地区交通安全設備工事(堀野遺跡群)

4 中山間地域総合整備事業 町井地区(徳島遺跡)

5 ほ場整備事業 白山地区(小林繁長遺跡)

6 ほ場整備事業 満倉地区(崩田遺跡)

7 ほ場整備事業 古城地区(可能性あり15)

8 ほ場整備事業 白山地区(白山上野遺跡)

9 ほ場整備事業 増沢東部地区(岩谷堂柳沢I ・ Ⅱ遺跡、金打遺跡)

10 遠野第二生活貯水池建設事業(栃洞遺跡)

11地域振興支援ネットワーク整備事業(清田台遺跡)

12 ほ場整備事業(骨寺村荘園遺跡)

13 道路改築事業(袋帯遺跡)

14 緊急地方道路整備事業(桂平I遺跡)

15 緊急地方道路整備事業Oi旧工遺跡)

16 緊急地方道路整備事業(吉田館跡)

17 馬淵川沿岸(一期)農業水利事業(可能性あり8)

18 緑資源幹線林道葛巻・田子線葛巻・浄法寺間開設事業(束Ⅳ遺跡)

19 松園養護学校整備事業(松屋敷遺跡)

20 一般国道4号渋民バイパス改築工事(武道Ⅳ遺跡)

21一般国道4号渋民バイパス改築工事(昼久保V遺跡)

22 一般国道46号盛岡西バイパス改築工事(細谷地遺跡)

23 一般国道46号盛岡西バイパス改築工事(矢盛遺跡)

24 一関遊水地事業(坂下遺跡)

25 緊急地方道整備事業(境遺跡)

26 県単道路改良事業(野田I遺跡)



27 ほ場整備事業 中寺林地区(八幡Ⅲ遺跡)

28 ほ場整備事業 中寺林地区(八坂遺跡)

29 ほ場整備事業 白山地区(道上遺跡)

30 資源リサイクル畜産環境整備事業 下閉伊北部地区(島越V遺跡)

31資源リサイクル畜産環境整備事業 下閉伊北部地区(清水野V遺跡)

32 資源リサイクル畜産環境整備事業 下閉伊北部地区(浜岩泉Ⅵ遺跡)

33 資源リサイクル畜産環境整備事業 下閉伊北部地区(可能性あり3)

35 ほ場整備事業 古城地区(高日向遺跡)

36 ほ場整備事業(南日向北遺跡)

37 ほ場整備事業(沼尻遺跡)

38 ほ場整備事業 更木新田地区(野沢I遺跡)

39 ほ場整備事業 更木新田地区(野沢Ⅱ遺跡)

40 ほ場整備事業 更木新田地区(舟渡I遺跡)

41ほ場整備事業 更木新田地区(舟渡Ⅱ遺跡)

42 ほ場整備事業 更木新田地区(六日市遺跡)

43 ほ場整備事業 更木新田地区(市の川Ⅱ遺跡)

44 ほ場整備事業 更木新田地区(八天北遺跡)

45 特定交通安全施設整備事業(宇曽沢遺跡)

46 特定交通安全施設整備事業(戸仲遺跡)

47 農用地総合整備事業下閉伊北区域(真木沢Ⅵ遺跡)

48 試掘調査出土遺物図版

49 分布調査一覧

50 試掘調査一覧

Ⅲ 写真図版 103



I 発掘調査





1 緊急地方道整備事業

斉羽場館跡(ME76-2110)隣接地

所在地;北上市下門岡地内

事業者;北上地方振興局土木部

調査期日;平成17年10月7日(試掘調査)

平成17年12月19日、 20日(本発掘調査)

本遺跡は北上市役所の南南東方向約3.8血に位置し北

上川左岸の砂礫段丘上に立地している。現況は宅地及び

山林跡で標高は50m前後を測る。

今回の調査は主要地方道の改良工事事業に係わって平

成17年10月7日に当課で試掘調査を行った結果、事業対

象区内の一部で土抗が検出されたことから、発掘調査を
第1図 斉羽場舘跡位置図

実施したものである。

調査は試掘調査で土坑が検出された部分を中心に行った。その結果、土抗を1基検出したが他に遺構は確

認されていない。土境は表土から約1,lm下の第Ⅲ層褐色土で検出し、形状は円形を呈し、規模は径110×96

c皿、埋土の深さは36c皿を測る。遺構に伴う遺物はみつかっていないが、遺構を確認した層位から近世以前の

ものと考えられる。他に遺構・遺物は見つかっていない。

第2図 斉羽場館跡遺跡位置図
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I lOYR3/4 暗褐色土 礫多量混入、盛土
Ⅱ 10YR2/3 黒褐色土 粘性・しまりあり、本棟混入
Ⅲ 10YR4/4 褐色土 砂質土、粘性なし、しまりあり、遺構検出面

十一一一 しこ50.900m 二十

I lOYR2/3 黒褐色土 粘性あり、しまりあり、暗褐色土10YR3/4 5%混入
Ⅱ 10YR3/4 暗褐色土 やや砂質、粘性あり、しまりあり 黒褐色土10YR2/3 5%混入

第3図 斉羽場館跡遺構配置図・碁本土層・検出遺構
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2 緊急地方道整備事業関連調査

備中館(しE86-23鏡))

上和町I遺跡(しE86-23敦))

所在地;稗貫郡石鳥谷町字好地・青雲台地内

事業者;花巻地方振興局土木部

調査期日;平成17年8月1日

遺跡は、石鳥谷町役場の北西的0.5k皿に位置し、北上川

右岸に形成された河岸段丘上に立地している。今回の調

査は県道整備に係る歩道設置工事に伴うもので、調査区

は上和町I遺跡と備中館に係るものであり、上和町I遺

跡は備中館に含まれて所在していることから、本報告は

併せて報告するものである。

備中館は、 『岩手県中世城館』岩手県教育委員会(1986)
第4図 備中館・上和町I遺跡位置図

によると、 200×200mの規模で、現在の石鳥谷小学校グランドの北東から南東方向にがナて幅17-25mの堀

があり、北方の段丘面に土塁があったとされているが詳細は不明である。

上和町I遺跡は、縄文時代の散布地として周知されており、調査区北側の畑地では土器片を採取できるほ

どである。

今回の調査は、歩道設置工事に伴うもので、平成17年5月9日に当課による試掘調査を実施したところ、遺

構及び遺物が確認されたため、本発掘調査を実施することとなったものである。

試掘調査では、土器片を表面採取した畑地に近いところに設定したトレンチからは、耕作土から平安時代

のものと推定される土師器の聾の口縁部片と杯の胴部数点が出土したほか、縄文土器片2点及び石鍛1点が

出土した。このトレンチを設定した畑地は、比較的旧地形が残存していると思われた場所で、このトレンチ

における層序は、耕作土、盛土、旧表土にあたると思われる黒色土、暗褐色土(漸移層)、褐色土(検出面)

の順であった。他の試掘トレンチは、大きく地形改変されていることが伺え、表土直下に褐色土の下層があ

らわれていた。遺物が出土したトレンチを掘り下げたところ、南北方向に走る溝跡1条、柱穴状土坑1基が

検出されたが、設計変更等も不可能であったため記録保存を実施することとなった。

溝跡の幅は130-150cmの規模で、深さは30cnほどであった。埋土は黒褐色を呈し、一部木板や現道路側滞

埋設時と思われる地形改変による撹乱を受けていた。今回の調査では、溝跡からは遺物は出土しなかったた

め構築時期は不明である。

試掘調査時に確認された柱穴状土坑は、精査の結果、樹木の坂根痕であることが判明したが、調査区内で

新たに柱穴状土抗が検出されたため、この土坑も精査を行った。この柱穴状土塊は、一部が家庭用排水パイ

プ敷設による撹乱を受けていたものの、径60c皿(撹乱部分は推定である。)のほぼ円形を示していた。この柱

穴状土抗の深さは約10c皿と浅かったが、この柱穴状土境が検出された周囲の土層は、表土直下に漸移層下層

がみられたことから、遺構の上部は、過去の工事と思われる地形改変により、削平されたものと推測した。

この柱穴状土坑からも遺物は出土しなかったため、詳細な構築時期は不明である。

今回の調査区は、過去における道路側溝工事や排水路工事による削平を受けている箇所が多く、遺構の残

存状況はあまり良好ではなかった。また、試掘調査で確認された遺物の出土状況等から、縄文時代及び古代

の集落域は、調査区外北側の現在畑地及び宅地部分であると推測した。

一5-
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第5図 備中舘、上和町I遺跡調査区位置図

備中館、上和町重遺跡掲載遺物一覧
掲載番号 遺跡名 出土地点 屈 位 特 徴 

1 上和町I・備中館 トレンチ内 土師器(襲) 
2 上郡町I"備中館 トレンチ内 縄文土器 
3 上郡町I・備中館 トレンチ内 土師器(杯) 

1 7・5YR2/2 黒褐色土 しまりあり 粘性あり 地山崩落土多く含む
炭化物含む

2・ 7.5YR2/1黒色土 しまりあり 粘性あり∴滞埋土の主流
炭化物多く含む

し二98.051E W
く

一〇十

か押‾
l, 7.5YR2/2 黒褐色士 しまりあり 粘性ややあり
2 75YR3/3 暗褐色土 しまりややあり 粘性あり 地山崩落土50%含む

第6図 備中館、上和町工遺跡、出土遺物、遺構配置図
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3 ほ場整備事業神橋地区関連調査

団屋遺跡(ME2生-21(陶)

所在地;花巻市湯口宇田屋地内

事業者;花巻地方振興局農林部農村整備室

調査期間;平成17年5月11日へ13日

16日・17日

遺跡は、花巻市役所の西約6.1kmに位置し、豊沢川左

岸の河岸段丘上にある南向きの緩やかな斜面に立地し、

遺跡標高は117m前後を測る。現況は、主に宅地及び水

田となっている。今回の調査は、ほ場整備事業に伴うも

ので、排水路設置予定箇所が対象である。排水路設置予

定箇所は、昨年の10月に当課で試掘をし、土坑2基、柱

穴状ピットl基が確認され、縄文時代後期のものと思わ
第7図 日屋遺跡位置図

れる土器片が検出された場所である。

調査の結果、土坑7基、柱穴状ピット7基(一覧表参考)、遺物包含層を確認した。

遺物包含層は、調査区西側から1号土坑付近まで存在し、縄文後期から晩期と思われる土器片がG型ビ

ニール袋5袋分出土した。遺構に伴う可能性も考え慎重に精査を行ったが、壁の立ちあがり等が確認できな

かったことから、遺物包含層とした。

調査区には、地山である褐色砂質土が残っていたが、標高が高い調査区北側は、表土直下砂礫層であった。

このことから調査区周辺は、河岸段丘上部と下部の境であると推測した。河岸段丘上部である調査区北側

は、ほ場整備の際、砂礫層まで削平され、調査区は河岸段丘下部であったため、削平された箇所が少なく、

遺構等が残存したものと推測される。

第8図 日屋遺跡調査区位置図
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第9図 田屋遺跡遺構配置図
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田屋遺跡遺構観察表

土坑観察表

避構名 開口部径 底部径 深 さ 

1号土坑 156×134 94×92 52 

2号土坑 93×86 64×60 50 

3号土坑 63×61 42×34 20 

4号土坑 88×86 67×57 64 

5号土坑 100×90 66×51 60 

6号土坑 176×162 80×80 92 

7号土坑 80×76 69x66 47 

柱穴観察表

備 考 

底部に礫混入。 

二次碓横の礫多量混入。 

*単位はcm。

遺構名 理 工 関口邪径 底部径 深 さ 

1号柱穴 A 32×22 26×22 19 

2号柱穴 B 32×26 12×10 32 

3号柱穴 A 28×22 14×8 21 

4号柱穴 B 51×40 26×22 21 

5号柱穴 C 53×44 36×30 20 

6号柱穴 B 32×30 20×13 18 

7号柱穴 B 20×- 8×8 20 

8号柱穴 B 42×40 26×22 27 

*単位はc肌。

※埋土 A 5YRl.7/l黒色と7.5YR3/2黒褐色の混合土

B 5YRl.7/1黒色と7.5YR3/3黒褐色の混合土 炭化物含む

C 5YRl.7/l黒色と7.5YR3/4黒褐色の混合土 炭化物、川原礫含む

日展遺跡掲載遺物観察表

掲載番号 遺跡名 出土地点 屑 位 特 徴 

1 問屋 l号土坑 埋土 鮒文土器 

2 田屋 l号土坑 埋土 縄文土器(小型登) 

3 田屋 2号土坑 埋土 鮒文土器(饗) 

4 田屋 2号土坑 埋土 縄文士官 (浅鉢) 

5 団居 2号土坑 理工 縄文土器(裂) 

6 田屋 2号土坑 埋土 縄文土器 

7 田屋 2号土坑 理工 細文土器 

8 田屋 2号土坑 理土 縄文土器 

9 田屋 6号土坑 埋土 縄文土器(底部) 

10 田屋 6号土坑 埋土 鮒文土器 

ll 田屋 6号土坑 埋土 縄文土器 

12 団居 6号土坑 壇上 鮒文土器 

13 田屋 6号土坑 埋土 縄文土器 

14 閲歴 避構外 Ⅱ燭下部 縄文土器 

15 田屋 避構外 Ⅱ屈下部 縄文土器 

16 田屋 避榔外 Ⅱ層下部 親文土器 

17 田屋 遺構外 Ⅱ屈 細文土器 

18 田屋 遁構外 Ⅱ層 縄文土器 

19 田屋 週構外 Ⅱ層 縄文土器 

20 田屋 遺構外 Ⅱ層 縄文土器 

21 田屋 過構外 Ⅱ屈下部 縄文土器 

22 田屋 進構外 Ⅱ燭下部 純文土器 

23 田屋 逝構外 Ⅱ層下部 縄文土器 

24 団居 避構外 Ⅱ層下部 縄文土器 

25 田屡 避構外 Ⅱ層下部 縄文土器 

26 関屋 過構外 Ⅱ屈下部 拙文土搭(台) 

27 田屋 柱穴6 埋土 縄文土器 

28 団居 逝構外 nI層 縄文土 (台) 

29 田屋 適構外 ベルト周辺 縄文土器 

雪害劃劃一



4 -般県道永沢水沢線満倉地区歩道設置工事

兵法田遺跡(NE15-0311)

所在地;水沢市浦倉地内

事業者;水沢地方振興局土木部

調査期日;平成18年1月25ロー27日、

30日、31日(5日間)

本遺跡はJ R東北本線水沢駅の北西約6.Okmの場所に

位置し、奥羽山脈から東流する胆沢川によって形成され

た胆沢扇状地の北端、水沢段丘低位面に立地し、標高は

68m前後を測る。

今回の調査は一般県道永沢一水沢線満倉地区の歩道設

置工事に係わって、昨年度発掘調査を行った箇所に隣接

する場所が対象で調査面積は約350正である。
第12図 兵法田遺跡位置図

調査の結果、 A区・ B区・ C区から柱穴状の中土境を20基確認した。各柱穴の検出面は第Ⅲ層のにぷい黄

褐色土層上面で、規模は大きいもので径56×50c皿、小さいものでは径20cm以下で埋土は黒褐色一暗褐色土で

ある。柱穴の検出状況からは建物の構成は不明であるが、昨年調査した箇所が建物跡の中心であり、今回調

査を行った箇所はその周縁部にあたると思われる。
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第14図 兵法田遺跡遺構配置図
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5 学校施設整備事業(県立水沢農業高等学校)

中島遺跡(NE26-2098)

所在地;胆沢郡胆沢町小山字大深沢

事業者;岩手県教育委員会事務局学校財務課

調査期日;平成18年1月16日、 17日、 19日、20日

(試掘及び本発掘調査)

平成17年7月21日、10月5日、 6日、

平成18年3月23日(試掘調査)

本遺跡は胆沢町役場より東に約4.Ok皿の場所に位置し、

調査対象区は胆沢川によって開析された扇状地に立地す

る。現況は学校施設で、標高は80m前後を測る。

今回の調査は学校内の下水道施設整備事業に伴うもの

で、平成17年7月21日、同10月5日、同10月6日、平成
第15図 中島遺跡位置図

18年3月23日に試掘調査を行った。試掘の結果、学校敷地内北側の大部分が旧水田跡で、開田時の掘削の影

響で、埋蔵文化財が包蔵されている可能性のある第Ⅲ層・黒褐色土の残存状況が一部を除き、全体に悪く、

それ以外の場所についても、学校施設の建設に伴う造成工事で地山まで掘削されている状況であることを確

認した。平成17年10月5日及び同10月6日の調査でT13、 T14の周辺で埋蔵文化財の可能性のあるプランが

見つかり、これと水道管が埋設されていたために試掘による確認調査ができなかったT12を含めた約40誼を

対象に本発掘調査を実施した。

調査の結果、第Ⅲ層一第Ⅳ層(褐色土・地山)の残存状況は極めて悪く、前回までの試掘で遺構面を確認す

ることができなかったT12付近については第Ⅳ層の上面まで掘削されており、 T13、 T14の周辺付近でのみ、

第Ⅲ層が確認できる状況であった。検出した遺構は柱穴状土坑が1基で、遺構の規模は約50cmx30c皿、地表

下約110c皿の深さで確認したが、遺構に伴う遺物は見つかっていない。また、前回の試掘でT14で確認した土

坑状の遺構については精査の結果、風倒木痕であることが判明した。

第16図 中島遺跡調査区位置図
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第17図 中島遺跡遺構配置図
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6 -般国道455号バイパス事業

栄子Ⅵ遺跡(KE76-1251)

所在地;岩手郡滝沢村栄子地内

事業者;盛岡地方振興局土木部

調査期日;平成17年7月7日へ7月13日(延べ5日間)

本遺跡はI GRいわて銀河鉄道線滝沢駅より西に約

l.1k皿の場所に位置し、現況は草地である。調査対象区は

北上川右岸の沖積段丘上に立地する。現況は草地で標高

は約247へ251m前後を測る。

今回の調査は一般国道455号バイパス事業に伴う残土

置き場確保のための調査で、表土除去後に遺構の検出を

行う確認調査である。

調査の結果、縄文時代の陥し穴状遺構33基、縄文時代
第18図 菓子Ⅵ遺跡位置図

以降の土坑80基が検出された。規模は土抗の口径部径が約0,8へ2.2mで形状は円形・楕円形である。陥し穴状

遺構の形状は溝状および長楕円形で、規模は開口部径の長軸が約2.0へ4.5m、短軸が約0.lへ1.4mで軸方向は

東西にある。また、周辺から生活の痕跡である遺物が出土していないことから、この地が主に狩猟場として

利用されていたことが考えられ、土抗とした中にも円形タイプの陥し穴状遺構となるものが含まれている可

能性がある。また、調査対象区北側の低位面は旧沢跡が埋没した谷間地形になっており、湧水による影響で

遺構の確認はできなかったが、確認できた遺構が調査不能であった範囲間際まで延びているため、遺構が低

位面まで続いている可能性がある。

第19図 菓子Ⅵ遺跡調査区位置図
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7 畑地帯総合整備事業東奥中山地区関連調査

上家向遺跡(J E88-0346)

所在地;一戸町奥中山字上家向地内

事業者;二戸地方振興局農政部農村整備室

調査期日;平成17年9月28日一30日

遺跡は、 I G Rいわて銀河鉄道奥中山駅南東約2.4kmに

位置し、西岳から連なる高原に立地する。標高は410m

前後を測り、現況は、主に畑地となっている。今回の調

査は、畑地帯総合整備事業に係る堆肥舎設置によるもの

である。今年8月当課において試掘調査を行ったところ

陥し穴1基が検出されたため、記録保存の発掘調査を実

施した。

調査の結果、検出された陥し穴状遺構は、平面形が細
第21図 上家向遺跡位置図

長い溝状で、断面形はT字状を呈する。規模は開口部の長さが300c皿、幅が30へ50c皿で、底部の長さは約305

cm、幅が10へ25cm、深さが50-60cmあった。遺構の西端には逆茂木痕と思われる副穴を確認した。副穴の規

模は、上場が25×20c皿の楕円形、下場は径7c皿の円形であり、深さは遺構の底部から約20c皿あった。遺構の

西端が上場より10c皿ほどえぐられる形で外側に広がっていたのは、副穴を掘削した際のものと推測される。

遺構の埋土は、第1層が黒褐色土で一部に地山の明黄褐色土をブロック状に含んでいた。第2層は暗褐色土

で第1層の黒褐色土、地山の黄褐色土をブロック状に含んでいた。第3層は明黄褐色土で第2層の暗褐色土

粒を含んでいた。遺構の埋土からは遺物は確認されなかった。

調査区周辺は、開拓地のため地形が大きく改変されており、旧地形のまま残っている箇所は少ない。陥し

穴状遺構は確認された以外に数基存在した可能性は商いが、地形改変により今回確認された遺構以外は削平

されたと思われる。確認された陥し穴状遺構は、規模などから遺構の底部が残った物と推測される。

第22図 上家向遺跡調査区位置図
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第23図 上家向遺跡遺構配置図
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8 花巻空港整備事業

石持I遺跡(ME16-2117)

所在地:花巻市宮野目9 ・10地割

事業者:花巻空港事務所

調査期日:平成17年8月29日

本遺跡は、花巻市役所の北東約3k血に位置し、北上川

によって形成された沖積地の西側に立地している。

遺跡の標高は76へ78m前後を測り、現況は水田となっ

ている。今回の調査は、試掘調査の結果、埋蔵文化財が

確認された砂利敷き道路設置箇所が調査対象地である。

今回は道路の舗装を行わないことから、確認調査対応と

した。

調査の結果、縄文時代の陥し穴状遺構1基、時期不明
第24図 石持I遺跡位置図

の柱穴状遺構4基が検出された。規模は陥し穴状遺構が50×16c皿で東西方向に伸びているが、東側は削平さ

れており残存していない。柱穴状遺構は調査区東側のトレンチから柱穴l, 2が検出されているが、これらの

径は20×20cmほどである。また、西側トレンチから検出された柱穴3,4は径24×20cm、径20×18cmほどのもの

である。

今回の調査においては陥し穴状遺構は1基しか検出されなかったが、前回、今回の隣接地を試掘した際、

8基の陥し穴状遺構が検出されていることから、本調査区も狩り場の一部と考えられる。また柱穴状遺構は

時期的なものについては不明であるが、前回も試掘調査の際、隣接地から竪穴住居跡や井戸状遺構が確認さ

れていることから、それらに伴うものである可能性もある。

第25図 石持I遺跡調査区位置図
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石狩I遺跡掲載遺物一覧 

掲載番号 遺跡名 出土地点 層 位 特 徴 

l 石持I 遁構外 Ⅱ層 土師器(口縁部) 

2 石持I 遺構外 Ⅱ層 土師器 

第26図 石持I遺跡遺構配置図
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9 ほ場整備事業 大明神地区

上野々遺跡(しE97-2100)

所在地:花巻市石鳥谷町新堀

事業者:花巻地方振興局農林部農村整備室

調査期日:平成18年3月3日

本遺跡は、花巻市役所石鳥谷総合支所の南東約2.8k皿、

北上川によって形成された河岸段丘上に立地している。

遺跡の標高は88-89mを測り、現況は水田となってい

る。本遺跡は平安時代の散布地として周知されている

が、今回ほ場整備事業の実施に伴い今回の調査区の周囲

を含め試掘調査を行ったところ、竪穴住居跡1棟、溝跡

6条、柱穴状土抗24基が確認されている。今回の調査は

前回の試掘調査範囲の北西部の支線道路建設部分が対象

で、現表土を掘削せずに盛土し、アスファルト舗装を伴

わずに工事を施工するということで確認調査を実施する

ことになったものである。
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第27図 上野々遺跡位置図

調査は試掘調査の際、トレンチを入れて竪穴住居跡が検出された調査区最北部から、要本調査範囲として

示された南側地域へ掘り進める形で実施した。

調査の結果、以前の試掘調査で確認された竪穴住居跡1棟のほか、新たに竪穴住居跡l棟、土抗5基を確

認した。試掘調査の際に確認された1号住居については平安時代の土師器片を伴っており、南西向きのカマ

ド及び煙道が残存している。規模は400×200c皿ほどのものである。また、その南側に今回新たに発見された

2号住居は一辺が200c皿ほどのものであり、土師器片も数片出土している。 2号住居ついてはその一部が確

認されたのみであり、カマドの向きについても明らかではないが、 1号住居、 2号住居とも同時期に存在し

ていた可能性もある。また、平成16年度に実施した試掘調査においても1号住居の北東部の隣接地から同時

期のものと思われる竪穴住居が確認されている。また、 5基確認された土抗についてはいずれも竪穴住居跡

の南西部に所在しているが、遺物は伴っておらず時期は不明である。ただ遺構の配置から住居と土抗の位

置がそれぞれ区分けされているようにも見える。また土抗の規模は最大のもので1釦e皿xlOOc皿、最小のもの

で70×00c皿ほどのものとその大きさは様々であるが、形状を見るとそのほとんどが楕円形状を呈している。

このことからこれらの土抗が墓抗であり、調査区外の南東側にかけての一帯が墓域であった可能性もある。

今回の調査区は段丘の縁にあたっていたが、この段丘縁から東側の地域が集落であり、今回の調査でその

一部が明らかになった。

第28図 上野々遺跡調査区位置図
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10 県立花巻厚生・北上病院統合整備事業関連調査

蒲沢遺跡(M E45-2367)

所在地;北上市村崎野地区

事業者;医療局管理課

調査期日;平成17年6月1 ・ 2日8へ10日

6月13へ15日

7月14・15日 19・欲)日

9月1日へ13日(延べ9日)

12月5日

平成18年2月1 ・2日

遺跡は、 J R東北本線村崎野駅の北西約1.3血、大堰川

と新堰川に挟まれた河岸段丘上に位置し、標高は88m前

後を測り、現況は宅地と水田である。本遺跡は、県立花
第30図 蒲沢遺跡位置図

巻厚生・北上病院統合整備事業に伴い、 6月1 ・ 2日に試掘調査を行ったところ、土器、遺構等が確認され

たことから新規遺跡に登録された箇所である。

6月8へ10日、 13へ15日に行った試掘調査は、調査対象地域の遺構の広がりを確認するためであった。調

査の結果、陥し穴状遺構12基、土坑6基、溝状遺構㌘条、焼土遺構6基が確認された。遺物は、縄文晩期と

思われる土器片が出土した。

調査対象地域は、昭和50年代、平成7年前後の二度にわたりほ場整備が行われている。そのため病院本体

建設予定地周辺及び東側では、現耕作土、旧耕作土直下が褐色の地山であった。確認された遺構は、掘り込

みが深かったため残存し、上面は削平されたと推測される。

調整池建設予定地の南側田面は現道より1.5mほど低く、表土直下地山であった。北側は、表土から1.5mが

盛土で、その下層に湿地土の黒褐色土、さらに下層にグライ化した層や湧水を確認した。このことから、前

回までのほ場整備の際、標高が高い南側を切り土し、その土を低地で湿地であった北側部分に盛土したこと

が分かった。

7月14・15日、 19・幻日の調査は、 6月の試掘調査結果から試掘トレンチが再度必要となった箇所にトレ

ンチを設定した。

前回の調査で焼土遺構が確認された調整池建設予定地東側を再度試掘調査した結果、焼土遺構が確認され

た周辺は、層序から過去2回は場整備が行われたことが分かった。焼土遺構は、 3基とも旧耕作土上面で確

認した。焼土遺構に地山粒、耕作土が含まれていること、周辺に焼土粒が帯状に広がることから、現地性の

焼土ではなく、一回日のほ場整備後に、何らかの原因で窪地に廃棄されたものであると判断した。

調査区北側の道路新設部分は、前回の調査同様、盛土が厚く推積しその下層に地山である褐色土を確認し

た。さらに下層は地山がグライ化しており湧水も確認した。

道路拡幅部分では、溝状遺構を1条確認した。 6月の調査の溝と同一のものと考えられ、現道下に延びて

いた。調査区北側では、地山下層の明黄褐色土を確認したことから、調査区北側の道路拡幅部分も、 2回の

ほ場整備で旧地形が大きく改変されていることがわかった。

調査区南側の駐車場予定地で新たには土坑1基、陥し穴1基を確認した。

調査区北側は、調査の結果、北東に向かって斜面している。この斜面に一回目のほ場整備の際、田面とな

らなかった黒褐色土(旧表土)を確認することができた。この旧表土に、葦などの湿地に生える植物根が多く
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混じっていたこと、斜面では地山を検出すると湧水がみられたこと、地山下層には灰褐色粘土層があり水は

けが悪いことなどから、湿地であったと推測した。このことから、調整池の排水路部分全体にトレンチを入

れる必要がないと判断した。

2度の試掘調査で陥し穴状遺構13基、土坑7基、溝25条、焼土5基が確認された。

9月に行った調査は、病院建設予定地南側の駐車場予定地及び構内道路建設予定箇所、構内道路予定箇所

と外周道路建設予定箇所に挟まれた緑地予定箇所が対象で、現表土を掘削せずに盛土を施すという工事内容

から確認調査を行うこととした。調査は、前回入れたトレンチの両側にトレンチを設定し、調査対象面積増

やし、遺跡の状況を把握する方法をとった(TlへT45)。

調査の結果、新たに陥し穴状遺構36基、土坑25基、柱穴状遺構42基、溝状遺構3条を確認した(出土遺構一

覧参照)。 T27において、埋土中に弥生土器片を伴った土坑(22土坑)を確認したが、遺構の形状から墓抗の

可能性も考えられる。 T27周辺は、耕作土直下褐色土で、確認された遺構上面は、ほ場整備の際に削平され

たものと考えられる。

12月と2月に行われた調査は、病院建設に伴って敷設替えするパイプライン・排水路新設箇所、地区外道

路、雪解け水・暗渠排水を仮設の防災池に放流すための放流工予定地、病院敷地内の雨水を調整池に流すた

めの流入路予定地が対象である。調査対象箇所に24本のトレンチを設定した(T46へT70)。

調査の結果、パイプライン新設予定箇所のT46で陥し穴状遺構1基を確認した。遺構の規模は長軸が170

c皿、短軸が50c皿であり、遺構埋土は黒色土であった。遺構が確認されたトレンチは基本層序どおりで、旧耕

作土である暗褐色土下層に漸移層が確認できなかったことから、開田時に地山まで削平をうけたことが伺え

た。このことから、確認された遺構は、遺構の上面は削平され、遺構の底部に近い部分が残ったものと思わ

れる。

排水路新設箇所に設定したT51では、溝1条を確認した。遺構の規模が幅50c皿前後あり、東西方向に延び

ていること、確認された場所などから、今年度の6月に当課で行った試掘調査で確認された溝の一部と考え

られる。

調査対象箇所は、現道であったため、いずれのトレンチも盛土が70-100c皿と厚かった。 T53-T57、 T69、

T70では、盛土下層は黄褐色粘土質土の地山であった。 T58へT60では、盛土下層に旧表土を確認したが遺構

及び遺物は確認できなかった。 T61へT64では、盛土に旧耕作土が大量に含まれていた。 T65へT68では、上

層部はすでに削平されており、表土が地山の黄褐色土粘土質土であった。

以上の結果、病院建設予定箇所は、開田及びほ場整備により旧地形が大きく改変されているが、確認され

た遺構は陥し穴状遺構、土坑等であり、住居跡が確認されず、遺物がほとんど出土しなかったことから、狩

場であった可能性が高い。集落跡は浦沢遺跡周辺に所在するものと考えられる。
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T39

第31図 蒲沢遺跡遺構配置図
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第32図 蒲沢遺跡調査区位置図
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浦沢遺跡掲載進物一覧 

掲載番号 遺跡名 出土地点 層∴位 牛 徴 

1 離尺 子 (剥片) 

2 締沢 討 文士器(底部) 

第33図 蒲沢遺跡出土遺物
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浦沢遺跡出土避榔 確認調査

トレンチ 出土遺構 規模 備考 

l Tl 

柱穴状遺構l 30×30cm以上 

十 穴状遺構2 30×20cm 

ホ 穴状遺構3 35×35cm以上 

柱穴状遇構4 30×30e皿 

柱穴状遺構5 25×20cm 

柱穴状遺構6 35×25cm 

柱穴状遊離7 40×20cm 

柱穴状遺構8 25×20cm 

陥し穴状遺構1 245×100cm 

士坑1 95×80cm 三角形 

柱穴状遺構9 25×20cm 

在 .穴状遺構10 45×20c皿 棉円形 

左 穴状遡榔= 70×20c皿 櫛円形 

T2 

上境2 170×160cm 卵形 

柾穴状遺構12 25×25cm 

杜夫状逝構13 20×15em 

椋穴状遺構14 30×30cm 

柱穴状逝構15 40×30cm 

T3 

陥し穴状遺構2 310×70cm 

陥し穴状遇構3 280×85cm 

陥し穴状逝樅4 245×70cm 

椋穴状遺構16 30×30c皿 

柱穴状遺構17 25×25cm 

囲 し穴状遺構5 225×45c皿 

寿 穴状遺構18 40×30c爪 

柱穴状道都19 30×20c調 

柱穴状逝椰20 35×30cⅢ 

T4 

上境3 50×40cm 

土坑4 65×40cⅢ 

上境5 65×55cm 雅円形 

柱穴状遺構21 30×30cm 

寿 穴状適椰22 30×30cⅢ 

柱穴状避樅23 45×20cm 棉=形 

上境6 90×80c皿 

滞1 

柱穴状適確24 35×35cm 

柱穴状遺構25 25×20cm 

柱大損逝構26 50×30cm 摘円形 

柱穴状道樅27 25×20cⅢ 

神大状遺構28 30×30cm 

柱穴状遺構29 30×30cm 

柱穴状適確30 50×20cm 摘円形 

T5 

附し穴状遊離6 290×100cm 

柱大損逝構3l 25×25em 

土坑7 80×30c皿 

上境8 185×80cm 瑠円形 

土坑9 150×80c皿 棉円形 

陥し穴状道都7 290×40cm 

T6 

土坑10 50×50cm 

附し穴状逝樅8 230×30cm 

杜夫状遺構32 30×20cm 

土坑11 180×150cm 

土坑12 200×105cm 

上境13 90×35c皿以上 東半分トレンチへ 

た 穴状遺構33 35×35c血 

十 三穴状遺構34 30×20cm 

ネ 穴状適確35 45×20cm 

トレンチ 出土逝椰 規模 備考 

T7 陥し穴状遺構9 305×50cⅢ 

T8 

降し穴状遺構10 290×40cm 

陥し穴状遺構11 300×40c皿 

陥し穴状遺構12 320×40cm 

柱穴状遺構36 40×35cm 

陥し穴状進櫛13 325×70c皿 

陥し穴状遺構14 310×50cm 

T9 

陥し穴状遺構15 220×60c皿 

陥し穴状遺構16 280×50cⅢ 

柱穴状遺構37 45×45cm 

TlO 

土坑14 50×50c皿 

陥し穴状遺構17 270×30c皿 

陥し穴状遺構18 350×35c皿 

陥し穴状遺構19 280×30c皿 

Tll 

陥し穴状逝構20 320×30c皿 

滞2 時期不明4粂まとめて 

陥し穴状遺構21 300×60c皿 

T12 陥し穴状遺構22 350×70cm 

T13 

陥し穴状逝構23 390×35cm 

溝3 時期不明4条まとめて 

T15 

降し穴状逝樅24 270×25cm 

椋穴状逝榔38 30×30c皿 

T16 土光15 90×70c血 

T18 陥し穴状遺構25 325×65c血 

T19 

降し穴状遺構26 320×60c皿 

陥し穴状避樅27 120以上×30c皿 

杜穴状追構39 25×20em 

T20 

柱穴状進構40 45×25em 椛円形 

柱穴状遺構41 50×20cm 楕円形 

上境16 75×50cm 

柱穴状遺構42 25×20cm 

土境17 65×40cm 

T21 上境18 180×75cm 

T26 

陥し穴状遺構28 240×60c皿 

降し穴状遊離29 175×65em 

T27 

土坑19 140×80cm 

上境20 110×50cm 

士坑21 55×50cm 

土坑22 120×70cm 弥生土器出土 

T28 

陥し穴状遺構30 210×60cm 

陥し穴状進櫛31 340×30cm 

降し穴状遺構32 300×25cⅢ 

上境23 80×70cm 

T29 
上境24 80×30cm 

輸し穴状遺構33 320×55c皿 

T42 

士坑25 65×40cm 

陥し穴状遺構34 315×80cm 

T39 

陥し穴状遺構35 280×20cm 

陥し穴扶遺構36 280×35em 

蒲沢遺跡遺構観察表(1 )
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蒲沢追跡出土遺構 試掘調査1回目

トレンチ 出土遺構 規模 備考 

T39 焼土1 45×60 屈原5c皿、表土下120c皿 

T39 焼土2 108×80 層厚16へ20c皿、表土下120c皿より検出 

T39 焼土3 55×40 層厚20c血、表土下100c皿より検出 

T40 滞1 幅70c皿 

T4l 溝l T40と同じ溝と考えられる 

T42 溝l T40と同じ溝と考えられる 

T43 溝1 T40と同じ溝と考えられる 

T53 土坑1 100×50 表土下30cm 

T53 陥し穴l 40×? 溝の可能性あり 

T53 溝2 幅40c皿 

T53 溝3 幅30c皿 

T53 溝4 幅20c皿 

T53 溝5 幅20c皿 

T53 溝6 幅20c皿 

T54 溝7 幅30c皿 

T54 溝8 幅30c皿 

T55 溝9 幅40c皿 

T57 溝10 幅30c皿 

T58 土坑2 90×90 表土下50c皿、古代以前の可能性あり 

T58 溝11 幅30c皿 

T58 溝12 帽20c皿 

T59 土坑3 120×50 表土下60c血 

T60 溝13 幅30c血 

T61 土坑4 70×70 表土下60cm 

T6l 溝14 幅20c皿 

T62 溝15 幅20c皿 

T62 溝16 幅30c血 

T62 溝17 幅20cⅢ 

T63 溝18 幅20c血 

T63 溝19 幅130c血 

T63 溝20 幅20c皿 

T63 溝21 幅20c皿 

T64 溝22 幅70c皿 

T69 溝23 幅70c皿 T64と同じ溝と考えられる 

T69 土坑5 170×90 

Tlll 陥し穴2 220×50 南北方向、表土下40c皿 

Tl19 陥し穴3 320×40 北西から南東方向、表土下40c皿 

Tl19 瀞27 南北方向から東西方向へ 

T120 陥し穴4 330×30 北西から南東方向、表土下40c血 

T12l 陥し穴5 290×40 東西方向(トレンチ西端より検出)、表土下30c皿 

T121 陥し穴6 250×30 東西方向(トレンチやや西側より検出)、表土下40cⅢ 

T122 陥し穴7 310×15 東西方向、表土下40cm 

T122 陥し穴8 190×50 東西方向(トレンチ東側より検出)、表土下50c皿 

T122 溝27 T119と一連のもの 南北方向 

T123 溝27 T119と一連のもの 南北方向 

T128 焼土4 35×30 層厚20c皿、表土下30c皿 

T138 陥し穴9 200×80 東西方向 

T138 土坑5 80×80 

T139 滞24 3m 

T139 溝25 24m 

T140 灘23 

T141 滞26 

T142 焼土5 50×30 

T143 土坑6 80×70 

T146 陥し穴10 240×35 東西方向、表土下30cm 

T147 陥し穴Il 240×50 東西方向、表土下30c血 

T150 陥し穴12 230×40 東西方向、表土下35c血 

試掘調査2回目 

T167 溝 幅70cm T64、T69と同一のものと考えられる 

T171 土坑 60×60 表土下40cm 

T172 陥し穴 320×60 表土下40c皿 

T39の焼土遺構3基は、現地性の物ではないと判断した。

蒲沢遺跡遺構観察表(2)
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Ⅱ 試掘調査





1 胆沢ダム建設事業関連調査

大平野Ⅱ遺跡(NE30-2∋(調)

所在地;胆沢郡胆沢町若柳字大平野地内

事業者;国土交通省東北地方整備局

胆沢ダム工事事務所

調査期日;平成17年5月30日、 6月8日へ10日、

14日へ15日、20日へ21日、29日へ7月1日、

4日へ6日、11日へ12日、19日一22日、

25ロー29日 計25日間

遺跡は、胆沢町役場の南南西方向約19k皿に位置し、胆

沢川支流前川左岸に形成された扇状地状の傾斜地に立地

している。遺跡の南側を前川が束流し、山から数本の沢
第34図 太平野Ⅱ遺跡位置図

が前川に流れている。

今回の調査は、胆沢ダム建設事業に伴うもので、ダム堤体構成具材(フィルター材)採取予定区域が対象で

ある。旧来の遺跡範囲及びその隣接地箇所に166本のトレンチを設定した(TlへT166)。

前川に注ぐ小寒沢より東側調査区にTlへT47を設定した。山裾に隣接した区域においては、山際を流れる

沢によるものか、グライ化した地山面が広がってみられ、遺構及び遺物は確認できなかった。

調査区における基本層序は、第I層表土、第Ⅱ層黒色土、第Ⅲ層暗褐色土(20へ50c皿大の礫を多く含む。)、

第Ⅳ層褐色土(検出面)、第Ⅴ層褐色砂質シルト、第Ⅵ層褐色礫層の順であり、トレンチよっては、第Ⅱ層、

第Ⅲ層、第Ⅳ層がみられないところもあった。

斜面の中腹から南側にかけて遺構及び遺物が確認された。遺物は縄文時代のものであった。遺構について

は、密集して検出はされなかったが、広範囲にわたって住居状遺構、溝跡、土抗、陥し穴状上境が確認され

た。特にも小寒沢周辺に住居状遺構が多く検出された。

小寒沢からさらに西側に所在する沢までの緩やかな傾斜地にT48へT96を設定した。かつて所在した放牧

場の造成等による地形改変を受けていると思われる箇所が、広範囲に及んでいたものの、遺構及び遺物が確

認された。小寒沢西側に設定したT50においては、縄文時代の遺物を多く含む遺物包含層が確認されたほ

か、比較的標高の高い丘陵上の平場において、縄文時代前期のものと推測される土器を伴った竪穴住居状遺

構や土坑、焼土等の遺構が確認された。

沢からさらに西側の傾斜地にT97へT166を設定した。やや山際に近い平場に設定したTlOlにおいて、縄

文時代後晩期のものと推測される土器を伴った土境が検出されたほか、住居状遺構、溝助等の遺構がまばら

に検出された。また、旧来の遺跡範囲外ではあるが、前川に近い傾斜地に設定したT162及びT164において

も、縄文時代のものと思われる竪穴住居跡及び土抗等の遺構が検出された。このことから、遺跡範囲は拡大

するものと思われる。

以上のことから、今回の調査区において、遺構密度は薄いものの広範囲にわたって縄文時代前期と後期の

集落が営まれており、時期によって集落が所在する場所が変化していたことが伺えた。

なお、今回の試掘調査では縄文時代中期に属する土器は出土していない。 (平成18年度本発掘調査予定)
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第35図 大平野Ⅱ遺跡調査区位置図
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2 いさわ南部農地整備事業関連調査

宮沢原下遺跡(NE23-2347)

所在地;胆沢郡胆沢町中山地内

事業者;東北農政局いさわ南部農地整備事業所

調査期日:平成17年7月14日一15日

遺跡は、胆沢町役場の西約5k皿に位置し、胆沢川に

よって開析された扇状地の南側に立地している。遺跡の

現況は水田跡で標高は約179へ182mを測る。

今回の調査はほ場整備に伴うもので、南側の調査区に ←三尊

トレンチを13本、北側の調査区にトレンチを50本設置し
一宇「

た。調査の結果、いずれの調査区も過去の整備事業にお

いて地形が改変され、縄文時代以降の堆積層の大部分が

「:こ曳、∴

第36図 宮沢原下遺跡位置図
削平されている状況であった。

北側調査区は現在でも低地のため、大部分が湿地状態の中にある。表土下、第Ⅱ層には盛土が施され、そ

の下部には暗渠が設置されている。遺構はA区北西に位置したTl ・ Tllで滞状遺構が確認されたが、埋土の

状況から近・現代の遺構と考えられる。その他に、北側調査区のトレンチからは遺構や遺物は見つかってい

ない。

南側調査区からはT3の中央部やや西寄りから径80×75cmの土坑、 T7のほぼ中央部から径80×80cmの土抗

が各1基検出された。また東側調査区からはTllの中央部やや西側の一段低い面から径80×85c皿ほどの土抗

が、また同トレンチの中央やや東側から径45×45c皿の柱穴状土境がそれぞれ検出された。また同調査区の北

側に設置したT12の東端の調査区内で最も低い面からは径150×100cmの楕円形の陥し穴状遺構が1基検出さ

れ、北側から続く狩猟場の一部であることが確認された。
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第37図 宮沢原下遺跡調査区位置図
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3 -般県道二戸一戸線堀野地区整備事業関連調査

堀野遺跡群( I F敦)-(XX調)

所在地;二戸市堀野地内

事業者;二戸地方振興局土木部

調査期日;平成17年9月1日へ2日、 5日へ6日、

8日へ9日、11月14日、Il月16日、12月5日

遺跡は、二戸市役所の北北東方向約2.4k皿に位置し、馬

淵川右岸の河岸段丘上に立地している。本遺跡は、過去

に発掘調査が数度実施され、縄文時代の配石遺構をはじ

め、古代の竪穴住居跡及び古墳群が確認されている。縄

文時代から古代にかけての複合遺跡として周知され、昭

和39年10月31日に市指定史跡に指定され、指定地は遺跡

公園として整備されている。
第38図 堀野遺跡群位置図

今回の調査は、歩道整備事業に伴うもので、歩道の改修及び道路側溝改修工事がその事業内容であり、遺

跡範囲が広大であるため、事業予定地区がすべて調査対象区域である。調査対象箇所に50本のトレンチを設

定した(TlへT50)。調査対象区域は、すでに上下水道管、通信用光ファイバーケーブ)レ管等の埋設工事によ

る撹乱が随所にみられた。

現在自動車販売店の駐車場として利用されている微高地脇にある現道路側溝箇所にT46を設定した。調査

区における基本層序は、第I層道路盛土、第Ⅱ層黒色土(土器を含む層)、第Ⅲ層極暗褐色一暗褐色土、第Ⅳ

層褐色土(検出面)、第V層(南部浮石層)の順である。 T46の第Ⅲ層上面において、幅70c皿の溝跡1条、径

80c皿の土坑1基がトレンチ断面で検出されたが、平面プランは過去の側溝工事等により破壊されおり断面で

のみの検出であった。遣物はこのトレンチでは出土していない。

道路付け替え予定箇所にT50を設定した。第Ⅱ層において縄文時代中期のものと推測される土器片が出土

したため、トレンチを南側へ広げたところ、この黒色土は土器片を多く含む遺物包含層であることが伺えた。

包含層を掘り下げると遺構等が所在している可能性が高いと推測した。 (平成18年度本発掘調査予定)

第39図 堀野遺跡詳調査区位置図
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4 中山間地域総合整備事業町井地区関連調査

徳島遺跡(ME39-1(畑1)

所在地;和賀郡東和町町井2区地内

事業者;花巻地方振興局農林部農村整備室

調査期日;平成17年11月30日

遺跡は、東和町役場の南東方向約2.8厄に位置し、猿ケ

石川左岸に形成された自然堤防上に立地している。

今回の調査は、ほ場整備事業に係るもので、排水路設

置予定箇所、切土予定の田面が対象である。調査対象区

に8本のトレンチを設定した(TlへT8)。

調査区の現況は、宅地を取り囲むようにして利用され

ている水田と畑地であるが、調査区は微高地状の地形と

なっている。トレンチは、最も標高の高い水田あるいは
第40図 徳島遺跡位置図

畑地を中心に設定した。 Tl-T6及びT8においては、径25cm-30c皿の柱穴状土坑が13基検出されたほか、 T6

においては、 100c皿×160c皿以上の土坑l基も検出されている。検出された柱穴状土抗は、建物跡を構成する

かのように規則性を有して検出されている。これらの遺構の構築時期については、その周囲から遺物が出土

していないため、不明である。 T5においては、縄文時代前期ないしは中期に属すると思われる土器片を多

く含んだ包含層が検出された。この包含層は、 T5より西側に広がっているものと思われ、土器の出土状況か

ら、包含層下に竪穴住居跡等遺構が所在している可能性が伺えた。調査区における基本層序は、第I層表土、

第Ⅱ層黒色砂質土(場所によっては所在しない。)、第Ⅲ層褐色砂質土(検出面)であるが、 Tlの南端付近とT2

-T7における層序は、第I層下に第Ⅲ層より下層にあたると思われる褐色粘土層があらわれたことから、こ

れらのトレンチを設定した水田及び畑地は、猿ケ石川の左岸に形成された自然堤防上の頂部にあたり、過去

の水田造成により大きく地形改変を受けているものと推測した。町道館迫町井線を挟んだ東側にも、今回の

調査区と連続性を括っている水田が所在していることから、埋蔵文化財が拡がって確認される可能性を伺わ

せた。 (平成18年度本発掘調査予定)
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第41図 徳島遺跡調査区位置図
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5 ほ場整備事業 白山地区

小林繁長遺跡(N E47-1α蛤)

所在地:胆沢郡前沢町字小林・古館

事業者:水沢地方振興局農政部農村整備室

調査期日:平成17年11月17ロー18日、 12月6日

本遺跡は、前沢町役場の北東約3.5km、北上川によって

形成された沖積地上に立地している。遺跡の標高は欽)一

31mを測り、現況は水田となっている。

今回の調査区は遺跡の北縁にあたり、実際の調査は遺

跡とその北側に広がる隣接地について実施した。今回の

調査区は白山小学校の西側を走る道路を境に東部と西部

に分けられる。調査区東部の北東、白山小学校の裏に当

たる地点にはT3へT5の3箇所のトレンチを設定した
第42図 小林繁長遺跡位置図

が、 T3では表土除去直後、 T4は表土除去から10cm下部、 T5は表土から80cm下部から縄文土器がそれぞれ出

土している。出土状況からこの一帯には包含層が広がり、その下部には竪穴住居跡などの遺構が存在してい

る可能性が大きい。 T3へT5の北側、遺跡の隣接地で一段低い曲面にも遺跡に接する部分に沿ってトレンチ

を設定したが、遺構は確認されなかった。さらに今回の調査範囲の北東端から今回の調査範囲の北東端から

遺跡外を北側に向かってトレンチを設定したが、 T8、 T14から縄文土器片が数点出土している。調査区西部

の遺跡範囲に含まれる高い地点からはT69へT71から縄文土器饗の底部などまとまった土器が出土してい

る。これらの地点についてはまとまった遺物の出土状態からみて下層には住居跡などの遺構が存在する可能

性がある。

第43図 小林繁長遺跡調査区位置図
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6 ほ場整備事業 満倉地区

崩田遺跡(NEO5-貌5)

所在地:水沢市佐倉河字崩田

事業者:水沢地方振興局農政部農村整備室

調査期日:平成17年11月15日へ16日、 25日

本遺跡は、水沢市役所の北西約3k皿、胆沢川によって

形成された河岸段丘上に立地している。遺跡の標高は64

m前後を測り、現況は水田となっている。

今回の調査はほ場整備事業に伴うもので、道路の新設/二/
及び水路の拡幅、そして田面の切り土箇所を中心に調査

/

を実施した。調査区東部から南部にかけての地域につい 〆’

ては遺構、遺物は確認されなかったが、調査区西部から

北部、更に北東部にかけては表土下に植物痕が多量に混

入する粘質のある暗褐色土が入るが、 T15へT17ではこ

の層から平安時代の土師器が各1点ずつ出土している。

また、調査区西部やや北寄りに設置したT12からは竪穴 第44図 崩田遺跡位置図
住居跡が検出された。規模は明らかではないが、土師器

を伴っており、平安時代のものとみられる。この住居跡が確認された地点については、本遺跡に広がる後背

湿地特有の堆積は見られず、表土下に黒褐色土が良好に残っていた。この部分については自然堤防の高まり

である可能性があり、この地形が更に広がることが予測されたことからT13へトレンチの範囲を広げてみた

が、 T13からは遺構を確認することはできなかった。更に広がりを確認するためにT25へT35へとトレンチ

を広げたが、この範囲においても遺構を確認することはできなかった。 T31. T32からは土師器片が1点ず

つ出土している。調査区北部から東部に至る部分に設置したT17からは柱穴状遺構が4基検出された。規模

は20×20c皿のものが2基、 7 × 7c皿、 45×40c皿のものが各1基ずつ確認されている。時期は不明である。

今回の調査では時代が特定できる遺構としては竪穴住居跡が1棟確認されたのみであったか この地点は

自然堤防の高まりであり、この付近には同じような地形を残している地域がある可能性が高く、竪穴住居な

どの遺構が他にも存在する可能性は高いものと見られる。
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7 ほ場整備事業古城地区関連調査

可能性あり15

所在地;前沢町古城字上野地内

事業者;水沢地方振興局農政部農村整備室

調査期日;平成17年10月5日、 6日

20日、 21日

調査対象箇所は、 J R東北本線前沢駅の北東約3.3k皿に

位置し、北上川右岸の河岸段丘上に位置し、標高は33m

前後を測る。現況は宅地と水田である。今回の調査対象

箇所は、ほ場整備事業に係り、今年6月当課が分布調査

を実施し、遺跡の存在の可能性が高いと回答した箇所で

ある。調査対象箇所南側には昨年度当課が試掘調査を行

い、遺構が確認されてる要害遺跡が所在する。今回の調

査は、農道新設・拡幅箇所、排水路設置箇所、用水路敷

設替え箇所、切土田面が対象である。調査対象箇所に98

本のトレンチを設定した(TlへT98)。

調査の結果、用水路敷設替え箇所のT26において表土 第46図 可能性あり15位置図

直下15c皿から住居状遺構1棟と土坑l基を確認した。住

居状遺構は一辺が350c皿以上あり、埋土に十和田a降下火山灰を含んでいた。遺構内に焼土も確認したが、遺

構の上部はこれまでのほ場整備によって削平されていた。土抗の規模は100×70cⅢあった。

農道拡幅箇所に設置したT92では、表土直下25c皿において、柱穴7基、土坑4基を確認した。柱穴は規模

や埋土の様子から3種類に分かれる。 l種類目は、径26×26c皿の円形で、柱当たりが確認できるものが2基、

団子状に繋がっていることから1度作り替えがあったものと考えられる。 2種類目は、径30×30c皿のもの2

基で、一間が約180c皿あり、埋土に土師器の破片を含んでいた。 3種類日は、径20×20c皿の円形3基で、形か

ら2度作り替えがあったものと考える。確認された土坑4基は、径70×70c皿の円形、 60×40c血の楕円形、

90×80c皿の楕円形、 170×90c皿の楕円形で一箇所にまとまって確認された。プランがはっきりしなかったた

め、それぞれの遺構の切り合いは確認できなかった。

水田部分には、湿地跡でよく見られる黒褐色土が広がっていた。遺構が確認された場所は、水田脇の微高

地であることから、集落跡は微高地上に広がる可能性がある。

第47図 可能性あり15調査区位置図
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8 経営体育成碁盤整備白山地区関連調査

白山上野遺跡(N E47-0188)

所在地;胆沢郡前沢町白山字上野地内

事業者;水沢地方振興局農政部農村整備室

調査期日;平成17年11月15日へ16日

遺跡は、 J R東日本旅客鉄道株式会社東北本線陸中折

居駅の南東方向約2.5k皿に位置し、北上川右岸に形成され

た自然堤防上に立地している。この自然堤防上には、本

遺跡に近接して合野遺跡、道上遺跡が所在しており、旧

河道部分と推測される低地を挟んだ東側には、小林繁長

遺跡、川岸場遺跡等が所在している。

今回の調査は、ほ場整備事業に伴うものであるが、今

年度調査対象区域は遺跡範囲のすべてを網羅するもので

はない。調査対象区域に18本のトレンチを設定した(Tl

へT8)。トレンチを設定するに先立って現地踏査を実施
第48図 白山上野遺跡位置図

し、旧地形が比較的良好に残存していると思われた微高地を中心にトレンチを設定した。

T17においてば 表土直下に土師器を主体とする古代の遺物包含層が拡がっていることが確認された。こ

のT17で検出された遺物包含層には、大量の焼土粒及び炭化物粒が含まれていたことから、古代の竪穴住居

跡の埋土である可能性をも伺わせた。

T15においては、 10m四方で、幅約Imの規模を有する方形周溝1基が検出され、この方形周溝の埋土に

は、須恵器片が含まれていた。方形周溝に伴うマウンドについては、過去の水田造成工事による地形改変に

よって削平されていた。このほか、柱穴状土坑3基が規則性を有して検出されていることから、掘立柱建物

跡を構成するものと推測した。以上のことから、今回の調査区には古代の集落が広がっていると推測した。

(平成18年度本発掘調査予定)

第49図 白山上野遺跡調査区位置図
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9 経営体育成基盤整備事業 増沢東部地区関連調査

岩谷堂柳沢I遺跡(Ⅳ重E97-0撚9)

岩谷堂柳沢Ⅱ遺跡(ME97-0鎚)

金打遺跡(ME97-1314)

所在地;江刺市岩谷堂地内

事業者;水沢地方振興局農政部農村整備室

調査期日:平成17年10月11日、 24日一26日

11月21日へ22日、 24日へ25日

本報告は、標記3遺跡に係るものであるが、これら3

遺跡が隣接して所在していること、これら3遺跡の属す

る時代が共通していること(縄文及び古代)、立地してい

る地形の観察、現地踏査及びこれまでの試掘・発掘調査

結果から、これまで旧来の遺跡範囲を包括するような大
第50図 岩谷堂柳沢工・ Ⅱ、金打遺跡位置図

きな遺跡範囲の捉え方が必要であるとの判断から、まとめて調査結果を報告するものである。今回の調査区

は、江刺市役所の北東方向約3k皿に位置し、人首川右岸の河岸段丘上に立地している。現況は主に水田及び宅

地となっている。今回の調査は、ほ場整備事業に伴うもので、調査対象区域に78本の試掘トレンチを設定し

た(TlへT78)。現在宅地が所在している周辺に設定したT12-T14、 T4l-T42、 T72-T78、 T29において、

多くの遺構が検出された。住居状遺構1棟のほか、多数の柱穴状土抗、土坑類が検出された。 T74、 T77にお

いては掘立柱建物を構成するものと推測される柱穴列が検出された。検出された柱穴状土抗の規模は、径25

へ40c皿で、埋土は黒色であった。 T72で検出された柱穴状土坑l基の埋土には、土器片及び炭化物粒が含まれ

ていた。 T47においては、円形周溝と推測される遺構が検出された。今回の調査区において最も標高の高い

水田に設定したTlへT2において、耕作土直下で幅140cmの溝跡l条が検出された。埋土には、土師器片と多

くの炭化物粒が含まれていた。 T3においては、水田造成時に埋められたと思われる自然の沢跡があったが、

時期不明の柱穴状土坑3基が検出された。現在の水田部分に設定したT31、 T22へT23、 T45、 T59、 T66、

T68において、水田状遺構と推測される遺構が検出された。この遺構の上面には十和田a降下火山灰層が広

がって確認されていることから、古代の水間であると推測した。 T21においては、時期不明であるが溝跡2条

が検出された。山から緩やかに南向きに傾斜した斜面裾に設定したT57において、竪穴住居状遺構1棟が検

出され、埋土には土師器片が含まれていた。 T58においては、土師器を含む遺物包含層が検出されている。

今回の調査対象区の東端付近の水田に設定したT67において、縄文時代のものと思われる陥し穴状遺構が

検出された。旧表土と思われる層からは縄文土器片も出土している。水田状遺構が検出されたT68では、柱

穴状土境、土抗も検出された。

以上のことから、住居状遺構、柱穴状土抗、土坑類が多く検出された現在の宅地周辺は、自然堤防上にあ

たり、集落が営まれていた可能性が高く、山裾の南面する緩斜面にも集落が所在しているものと推測した。

これら集落と集落の間にある後背湿地を利用した現在の水田部分は、古代にも水田が営まれ生産の場であっ

たものと推測した。さらに、縄文時代の遺構及び遺物も検出されていることから、今回の調査区は、縄文時

代と古代の複合遺跡であることが改めてわかった。 (平成18年度本発掘調査予定)
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第51図 岩谷堂柳沢I ・ Ⅱ遺跡、金打遺跡調査区位置図
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10 遠野第二生活貯水池建設事業

栃洞遺跡(MF55-1029)

所在地;遠野市遠野町字栃洞地内

事業者;遠野地方振興局土木部

調査期日;平成17年6月1日

本遺跡はJ R遠野駅より南東約2.3k皿の場所に位置し、

現況は荒蕪地および水田跡である。調査対象区は丘陵の

西側縁辺部に立地し、標高は283へ288mを測る。

今回の調査は遠野第二生活貯水池建設事業に伴うもの

で、事業対象区内にトレンチを25本設定した。

調査の結果TlへT3. T21へT24の斜面上都側に開園

時の削平・掘削の影響を受けていない箇所があり、 T2・

T3・ T25では第Ⅱ層・黒褐色土層下位一第Ⅲ層・暗褐色
第52図 栃洞遺跡位置図

土層上位から土坑5基を検出し、その周辺からは縄文土器片が出土している。遺構・遺物の広がりはT24よ

り南側で確認され、これより北側には広がっていない。 T4へT20は旧水田跡で遺構検出面である暗褐色土

の層は大きく削平され、残っていなかったが、 T5の造成盛土から二次混入と考えられる縄文土器片・石器が

多く出土した。また、 T21のある北側斜面部も昭和以降に造成によって、地形が改変されていることが、堆

積状況などから確認された。

第53図 栃洞遺跡調査区位置図
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11地域振興支援ネットワーク整備事業関連調査

清田台遺跡(NE46-1252)

所在地;千厩町清田字台地内

事業者;千厩地方振興局農政部農村整備室

調査期日;平成17年10月刀自・28日

遺跡は、 J R東日本㈱大船渡線千厩駅の北東約1.3k皿に

位置し、千厩川支流金田川左岸、緩やかに北に下る標高

100へ120mの尾根上に立地する。平成11年度へ13年度に

実施された(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財セン

ター(以降 埋蔵文化財センター)の調査では、多量の

遺物と共に竪穴住居跡をはじめとする多数の遺構が密

集・重複した状況で確認され、本遺跡が縄文時代中期を

中心とする大規模な集落であったことが判明した。ま

た、当課で平成15年3月、 4月に行った発掘調査でも、

狭長な調査範囲にもかかわらず、多量の遺物、遺構等が 第54図 清田台遺跡位置図

確認されている。今回の調査は、道路建設に伴うもの

で、道路高まで盛土する箇所、道路からの進入路(調査区西側)、矢板を打ち込むため切土となる箇所、地下

排水路施工箇所(調査区東側)が対象であり、埋蔵文化財センター調査において竪穴住居跡が重複して確認さ

れた北側調査区に隣接する箇所である。調査対象箇所に11本のトレンチを設定した(TlへT11)。

調査の結果、調査区東側において遺物包含層を確認した。遺物包含層は基本層序Ⅱ層及びⅢ層で、縄文土

器を含んでいた。基本層序第Ⅱ層から地山までの深さが160c皿と深く、層中に礫や砂など確認できなかった

こと、湿地跡などでみられる層序であったことから、調査区東側は浅い沼地であったと推測した。調査区東

側は、埋蔵文化財センターの北側調査区に隣接し下位にあたることから、包含層中の土器は北側調査区で使

用されていたものと考えられる。

調査区西側の盛土予定地に設定したトレンチからは、ビニール紐や肥料袋などを含んだ盛土が地山付近ま

であり、その下層から湧水を確認した。また、進入路予定箇所は表土直下地山であった。

第55図 清田台遺跡調査区位置図
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12 ほ場整備事業関連調査

骨寺村荘園遺跡(ME72葛2雑)

所在地;一関市厳美町地内

事業者;一関地方振興局農林部農村整備室

調査期日;平成17年12月19ロー12月20日

遺跡は、一関市役所の北北西約15k皿に位置し、磐井川

左岸の河岸段丘上に立地している。現況は主に水田及び

宅地となっている。本遺跡は、世界文化遺産の暫定リス

トに登載されている平泉遺跡群の一つであり、中尊寺所

蔵の「骨寺村絵図」にも描写されている中尊寺の荘園跡と

して広く周知されている。現在でも、中世さながらの景

観が残っているとして、文化的景観としての評価が高い

区域である。今回の調査は、ほ場整備事業に伴うもので
第56図骨寺村荘園遺跡位置図

あるが、農政側から内容確認調査の依頼を受けて実施したものである。現在の喧嘩を改変し、より固形の大

きい田区とする予定の田面と暗渠排水路敷設予定門面が対象である。 Tl及びT2を設定した水田は、 「陸奥国

骨寺村絵図(在家絵図)」において、 「三反」と記された一部に相当する可能性のある水田であり、衣川へ通ず

る「アジが沢」に近接している水田である。

Tlにおいて、溝跡1条と喧嘩と伴う水田状遺構が検出された。 T2においては、旧水田耕作土がトレンチ断

面で複数層確認され、喧嘩を伴う水田状遺構が検出されたほか、水田状遺構に関連する施設であると思われ

る木柱列を伴う溝跡1条が確認された。溝跡に伴う木柱は、径15c皿であった。この水路状遺構は、山側から

南方向へ走っていることから、 「アジが沢」から分岐する配水施設である可能性がある。 Tl及びT2で検出さ

れた水田状遺構は同規模であり同様の万同性を示していたことから、この一体に複数の水田が並列して広

がっていたことを示唆するものである。

T3において、幅120cmの喧嘩を伴う水田状遺構が確認されたが、 T4においては、水田耕作土直下に人頭大

の円礫を多く含む層が確認され、掘り下げたところ、グライ化した青灰色砂礫層が確認されたことから、旧

河道であると推測した。

第57図 骨寺村蒲団遺跡調査区位置図
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13 道路改築事業関連調査

袋帯遺跡(しF19-2α弧)

所在地;宮古市和井内地内

事業者;宮古地方振興局土木部

調査期日:平成17年9月26日、 27日

遺跡は、 J R岩泉線岩手和井内駅の南東約0.4k皿に位置

し、刈犀川右岸の河岸段丘上に立地する。遺跡標高は

195m前後を測り、現況は畑地及び水田(買収後雑務地)

である。今回の調査は国道340号線の道路改良事業に係

わるもので、バイパス新設箇所が対象である。事業予定

箇所に16本のトレンチを設定した(TlへT16)。

調査の結果、 Tllにおいて住居状遺構を1棟確認した。

プランははっきりしなかったが、大木9式を含む土器片
第58図 袋帯遺跡位置図

が8号袋で3袋出土した。出土した土器は、基本層序第Ⅱ層暗褐色土中で確認した。

Tllにおいて遺構を確認したため、 T10を広げ再度精査を行った結果、縄文時代のものと思われる焼土遺

構1基を確認した。当初、炭化物粒が大きかったため、新しい物と考えたが、断面に掘り込みを確認できな

かった点、焼土遺構を確認できた面とほぼ同じ面から縄文土器が出土した点から縄文時代の遺構と判断し

た。焼土遺構の規模は直径約30c皿の円形であった。

T16において、土坑1基を確認した。遺構の規模は130×100c皿の楕円形で、遺構の埋土は褐色土に礫が混

じっており、埋土中に縄文土器の底部を確認した。

和井内周辺は、平地が狭く居住範囲が限られているが、調査対象箇所は、南東向きの緩斜面となっており、

地形から縄文人が居住していた可能性が高いこと、また、土器が出土した基本層序第Ⅱ層暗褐色土が全トレ

ンチにおいて確認されていること、以上のことから、 TlへT9では遺構、遺物は確認されなかったが、調査

対象箇所は縄文時代の集落跡である可能性は高いと考えられる。

第59図 袋帯遺跡調査区位置図

一47一



14 緊急地方道路整備事業関連調査

桂平I遺跡(J E36-1308)

所在地;二戸郡浄法寺町桂平地内

事業者;二戸地方振興局土木部

調査期日;平成17年10月17日、 11月9日

遺跡は、浄法寺町役場の南方向約840mに位置し、安比

川右岸に形成された河岸段丘上に立地している。遺跡の

標高は210m前後を測り、現況は、畑地及び山林となって

いる。本遺跡に近接して縄文時代の遺跡として周知され

ている吉田館が所在する。

今回の調査は道路整備事業に伴うもので、道路新設予

定箇所が対象である。旧来の遺跡範囲内及び隣接区域を

対象とし、調査対象区に5本のトレンチを設定した(Tl

-T5)。

調査区における基本層序は、第I層表土、第Ⅱ層黒色

土(所在していないところもある。)第Ⅲ層暗褐色土、第 第60図 桂平工遺跡位置図
Ⅳ層褐色土(検出面)である。現在耕作中の畑地の一部に

Tl及びT2を設定した。 Tlにおいて、隅丸方形のプランを持つ竪穴住居跡が検出された。遺物は確認できな

かったが、埋土には炭化した木材及び焼土が多量に含まれ、十和田a降下火山灰がブロック状で混じってい

ることから、平安時代の焼失住居であると推測した。 T2において、 80×130c皿の楕円形を示す土坑l基が検出

された。 T2の南端周辺においては、畑地造成のためか第I層直下に第Ⅳ層がみられたことから、地形改変を

受けていたことが伺えた。 T3においては、住居状遺構1棟、柱穴状土坑2基が検出された。 T4の住居状遺構

の埋土には、十和田a降下火山灰がブロック状に含まれており、埋土上面からは壷の底部と思われる土師器

片が出土した。

TlからT4を設定した畑地より、傾斜がきつい斜面にT5を設定した。傾斜がきついトレンチ南端周辺の層

序は、黒色土の堆積が薄く、遺構及び遺物は確認できなかったが、傾斜が緩くなり平場になりかけた付近か

らは、軽減した土器片を含む溝状遺構l条、煙出を有する竪穴住居跡が検出された。以上のことから、今回

の調査区は古代の集落跡であると推測した。 (平成18年度本発掘調査予定)

第61図 桂平I遺跡調査区位置図
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15 緊急地方道路整備事業関連調査

川口I遺跡(I E79-1188)

所在地;二戸市金田一字川口

事業者;二戸地方振興局土木部

調査期日;平成17年11月8日

遺跡は、二戸市役所の北北東約8.7k皿に位置し、馬淵川 身ら苓

左岸の河岸段丘上に立地している。本遺跡は道路整備車 \吉∵言
葉に係り、平成17年度に財団法人岩手県文化振興事業団 ′ \\\:\言.

埋蔵文化財センターにより発掘調査が実施されている。 1i“\;

発掘調査では、縄文時代の竪穴住居はじめ、古代の土坑 ∴三

等の遺構が確認されている。今回の調査は、道路整備車〔‾三三

驚霊嘉讐祭器書芸詳諺
行に支障を来すおそれがあることから、支障の生じない

箇所を選び試掘トレンチを設定した(TlへT3)。

現水田面にTl及びT2を設定した。 Tlにおいては第Ⅲ

二三三㌢二王
- ‾i-

○○
i ら

/
“

雪
∵

第62図 川口工遺跡位置図
層から、近世の陶磁器片、摩滅した土師器片が出土した。

第Ⅳ層を掘り下げたところ住居状遺構が現表土から約120cm下で1棟検出された。埋土は灰褐色の色調を

示し、埋土には十和田a降下火山灰がブロック状に含まれていた。

T2において、第Ⅳ層を掘り下げたところ、径50c皿大の土坑1基、径軟)cm大の柱穴状土坑3基が検出され

た。土抗は100c皿下で、また、柱穴状土抗は現表土から約110c皿下で検出されている。

旧金田一児童館があった平地にT3を設定した。建物基礎が残存していたものの、表土、盛土下には第V層

に相当する黒色土層があり、この層に縄文土器片が含まれていた。ここを掘り下げたところ、第Ⅵ層で土坑

1基、柱穴状土坑3基が検出された。 T3を設定した畑地には児童館を建設する際に、かつての畑地を整地し

たとのことから、第Ⅲ層から第Ⅳ層にあたる古代の生活面がすでに削平されていると推測した。

以上のことから、本遺跡は、今回の調査区においても、古代と縄文の遺跡が複合して所在していることが

確認された。

第63図 川口工遺跡調査区位置図
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16 緊急地方道路整備事業

吉田館跡( J E37-0000)

所在地:二戸郡浄法寺町御山字大手

事業者:二戸地方振興局土木部

調査期日:平成17年8月9日、 18日

本遺跡は、浄法寺町役場の南東約0.5km、安比川右岸に

形成された河岸段丘上に立地している。遺跡の標高は

1鎌)一208m前後を測り、現況は畑地及び宅地となってい

る。

今回の調査は緊急地方道路整備事業に伴うものであ

る。

今回の調査区域は大きく東西2箇所に分けられる。東

部の調査区は標高1鈍)m前後の曲輪状の部分であり、西
第64図 吉田舘跡位置図

部の調査区は標高柳7m前後の主部にあたる部分である。東西の調査区は町道を挟んで隣接している。調査

区東部東端から南北に設置したT2に平行する形で北側に設置したT3の北部からは柱穴状土抗が4基検出さ

れた。検出面は現地表より-40へ-50cmで、径は30×3lcm-50×40c皿ほどのものである。またT2の北端か

ら西側のTlからは柱穴状土抗がl基検出された。径は26×26c皿ほどである。 T4は東部調査区の西寄りに設

定したが、ここからは柱穴状土坑7基、 T5からも柱穴状どこが7基検出されている。径はいずれも刻×刻c皿

ほどである。調査区東部の主郭にあたる地域にはT7へTllを設置したが、 T7からは地表一徹)c皿から、径

20×20cm、 20×30cmの柱穴状土抗を2基検出した。 T9からは地表-30cmから34×34cmの柱穴状土坑1基、 T

lOからは地表-20cmから40×25cmの焼土遺構を検出した。色は褐色でやや軟質である。地表-30c皿からは

26×24c皿へ40×30cmまでの柱穴状土境が6基検出された。 Tllからは地表-55cmの地点から径25×25cmの柱

穴状土坑1基、その上層にあたる-幻c皿の地点の黒褐色土に火山灰が混じる層からは縄文土器が1点出土し

ている。

今回の調査において調査区の全域から柱穴状土抗を中心とする遺構が広く分布していることが明らかに

なった。これらの遺構の中には館に関連するものも多く含まれる可能性が高いものと見られる。

∴:∴三二三
三=三三二二一一三二二イ′し」賀Il] こき三三二‾ 三園二

ミE=

-=i-○○.〃〇・..蕎≡許諾十二二二丁
〇

一二二二、へ〇三三二三
第65図 吉田館跡調査区位置図
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17 馬淵川沿岸(一期)農業水利事業関連調査

可能性あり8 (山館遺跡)

所在地;二戸市野々上字外ノ沢妻神地内

事業者;東北農政局馬淵川沿岸農業水利事業所

調査期日;平成17年11月1日一2日

調査対象箇所は、 I GRいわて銀河鉄道線金田一温泉

駅の西約2k血に位置し、馬淵川支流により開析された沢

跡と沢跡に挟まれた丘陵部分からなり、標高は145へ185

mを測る。現況は水田と山林であり、尾根頂部と沢跡の

標高差は約40mある。調査対象箇所は、平成17年度に馬

淵川I沿岸農業水利事業に係り、当課が行った分布調査に

おいて遺跡の存在の可能性が高いと回答した「可能性あ
第66図 可能性あり8位置図

り8」である。

調査の結果、丘陵頂部に設定したT5において、表土下70c皿より、径55×00cⅢ以上の土坑l基、住居状遺構

1棟、径00×00c皿の柱穴l基を確認した。住居状遺構と柱穴は、同トレンチから出土した土器片から弥生時

代の遺構と思われる。同じくT6では100×70c皿の土坑1基、住居状遺構1棟を確認した。さらに、小さな沢

跡状凹地を挟んで対岸に設定したT7では暗褐色土より土器片が出土した。このことからT7の上位面には集

落が存在する可能性が高いと考えられる。確認された遺構、遺物等から「可能性あり8」の範囲の丘陵部は弥

生時代の集落跡の可能性が高いものとみられる。



18 緑資源幹線林道葛巻・田子線葛巻・浄法寺区間 イ

開設事業

束Ⅳ遺跡(J F60-O106)

所在地;二戸郡一戸町平糠字束20-1、 20-4

事業者;独立行政法人 鯨資源機構

調査期日;平成17年10月31日

本遺跡は、 I GRいわて銀河鉄道線小繋駅から束約5.5

k皿に位置し、落合川右岸の河岸段丘上に立地する。標高

は約300m前後を測り、現況は水田である。今回の調査

は鯨資源幹線林道開設事業に係わり、道路を新設する箇

所についての試掘調査で、調査対象箇所にトレンチを10

本設置した(TlへTlO)。

調査の結果、トレンチの斜面側(山側)では耕作土下に
篇68図 東Ⅳ遺跡位置図

掘削された地山が顕れ、反対に谷側O=側)では過去に行われた水田造成工事に伴って、整地後に掘削した第

Ⅳ層・褐色地山の上に盛土を40へ150cmと厚く施しているのが確認された。 Tl、 T4、 T7の-部では遺構・

遺物を包蔵している可能性がある第Ⅲ層(黒褐色土)の堆積が確認された。遺構はT8の西側で土抗が1基検

出された。土抗の規模は径120×120c血、検出された深さは表土から約35c皿下であるが、周辺からは他に遺構・

遺物は見つかっておらず、詳細な時期は不明である(ただし、埋土の状況から縄文時代の可能性が高い)。



19 松園養護学校整備事業

松屋敷遺跡(K E86-芝汀8)

所在地:盛岡市上田字松屋敷

事業者:岩手県教育委員会事務局学校財務課

調査期日:平成17年11月9日

本遺跡は、盛岡市役所の北約6.5k皿、北上川によって形

成された河岸段丘上に立地している。遺跡の標高は1扮

m前後を測り、現況は校庭となっている。

今回の調査は松園養護学校整備事業に伴うものである

本遺跡については平成3年度に(財)岩手県文化振興事業

団埋蔵文化財センターによって遺跡の一部の調査が実施

されている。今回は学校の校庭にあたる部分の北側に新

たに駐車場を整備することから、その駐車場予定地部分
第70図 松屋敷遺跡位置図

に約00mのトレンチを東西方向に1本設定して調査を実施した。その結果、トレンチの東側に当たる部分に

は一部撹乱が見られ、遺構、適物ともに確認されなかったが、西側の旧表土の残存状況は良好で、地表-刻

cⅢほどの部分から縄文土器片が、また-00c皿の地点からは直径00c皿ほどの石囲炉を伴う竪穴住居跡が検出さ

れている。同遺構の詳細な時期は定かではないが、過去の発掘調査の報告などから縄文時代中期のものであ

る可能性が高い。今回は試掘調査の面積が限られていたため、縄文時代中期の遺構のみの検出となったが、

過去の調査報告から今回検出された遺構の下部に縄文時代早期の遺構・遺物が存在する可能性が高い。

雪重量星韮量
第71図 松屋敷遺跡調査区位置図
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20 一般国道4号渋民バイパス改築工事関連調査

武道Ⅳ遺跡(K E57「0197)

所在地:岩手郡玉山村大字半田字武道地内

事業者;国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所

調査期日;平成17年10月27日へ28口

遺跡は、玉山村役場の北東方向約2.5kmに位撞し、北上

川左岸の丘陵斜面に立地している。標高は210mへ230m

を測り、現況は主に山林である。今回の試掘調査は、国

道4号渋民バイパス改築工事に伴って実施したものであ

り、本遺跡の北には、同様に計画路線上に位置する昼久

保V遺跡が隣接している。

調査区は、全長280m・幅50m前後の細長い範囲で、北

部一中央部は西に下る緩斜面、中央部との間に沢を挟み

南部は東西に延びる痩せ尾根となっている。南端部は尾

根頂部から南側の沢に向かって急激に落ち込み、斜面

の下部は沢との間に形成されたテラス状の平場となる。

調査区には地形状況を考慮しながら計15本のトレンチを

設定した。調査区における基本層序は、第Ia層 黒褐

色土(表土、木板・草根多く締まり疎)、第ⅡIb層 暗

第72図 武道Ⅳ遺跡位置図

褐色土、第Ⅱ層 褐色士(I層・Ⅲ眉間の漸移層)、第Ⅲ層 黄褐色土(Ⅳの洋右片やや多く含む。以下地山)、
第Ⅳ層 黄橙色浮石、第V層 黄褐色粘土の順である。 TlへT8、 Tllは、調査区の西緑に面する沢跡に向

かって下る斜面に位置し、上記の基本層序IへⅡ層が1m前後の厚さで堆積したもので、 T12ではやや厚い

堆積が認められたが( I -H : 120cm)、 T13では薄いI層(20cm弱)の下位に地山層が露出する状況が確認さ

れ、現況は改変を受けたものであることが判明した。 T9・T10は南側の尾根頂部の様相を探ることを目的と

して設定したもので、周囲の斜面部及び沢部に比してIへⅡ層の推積は薄くIへⅡの層厚は30へ50cmであっ

た。以上のTlへT3からは遺構・遺物とも確認されなかった。 T14. T15は南部尾根の南側斜面から低位部の

平場に至る範囲に設定したものである。いずれのトレンチにおいても、斜面部での表土の発達は不良(Ⅲ層

上面まで20c皿弱)であり、一方、斜面下部には100cmを超える碓積が認められた。斜面下部の低位面に相当す

るT15の南端部では、地表面下位100cmのⅢ層」二面において士坑2基が近接して検出された。北側のものが

径100cmの円形、南側のものはトレンチ外にはみ出し、全容が未確認であるが、径60cm以上の円形を呈すると

思われる。遺物の出土はなく、詳細な時期は不明と言わざるを得ない外 人為により構築された埋蔵文化財

である可能性は高く、周囲の精査が必要と判断された。 (平成18年度本発掘調査予定)

第73図 武道Ⅳ遺跡調査区位置図
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21 -般国道4号渋民バイパス改築工事関連調査

昼久保V遺跡(K E57-01館)

所在地;岩手郡玉山村大字半田字昼久保地内

事業者;国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所

調査期日:平成17年10月27日

遺跡は、玉山村役場の北東方同約2.5k皿に位置し、山地

から延びる尾根の先端部に立地している。遺跡の標高は

約230m前後を測り、現況は主に畑地となっている。

今回の調査は、国道4号渋民バイパス改築工事に伴う

ものであるが、本遺跡については、平成16年度に当課で

試掘調査を実施した結果埋蔵文化財が確認され、平成17

年度に地元玉山村教育委員会による発掘調査が実施され

ている。今回の調査区は、発掘調査区に隣接した箇所が

対象である。調査対象区に6本のトレンチを設定した

(TlへT6)。

T3及びT5を旧来の遺跡範囲内に、 Tl及びT2、 T4、 T6

_, l
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第74図 星久保V遺跡位置図
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を遺跡隣接箇所に設定した。丘陵状の高まりを示す雑種

地にT3及びT5を設定した。調査区における基本層序は、第I層表土、第Ⅱ層黒色土、第Ⅲ層黒褐色一黒色土

(黄褐色土粒を含む。)、第Ⅳ層暗褐色土(黄褐色士を含む。)、第V層漸移層(検出面)、第Ⅵ層黄褐色土の順

である。 T5において、 60×70cm大の土坑1基、 40×50cm大の土坑l基が検出されたほか、第Ⅲ層からは、磨石

の破損品1点が出土している。遺跡隣接地にT4を設定した。 T4を設定した箇所は、やや傾斜のきつい斜面

であったが、トレンチ西端付近で30×45cm大の土坑1基が検出された。遺物を伴っていなかったため構築時

期は不明である。傾斜のきつい斜面下にT6を設定した。トレンチ内の層序は、第I層、第Ⅱ層、第Ⅳ層相当

層、第Ⅵ層相当層であた。第Ⅱ層に縄文時代中期に属すると思われる土器片及び礫石器の破損品等を含む遺

物包含層が確認された。 T6でも、遺物が確認されたことから、傾斜の比較的緩い沢周辺までこの包含層は拡

がっているものと思われ、土器捨て場の可能性があると推測した。 (平成18年度本発掘調査予定)

第75図 星久保V遺跡調査区位置図
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22 -般国道46号盛岡西バイパス改築工事関連調査

細谷地遺跡(しE26-0214)

所在地:盛岡市向中野細谷地地内

事業者;国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所

調査期日;平成17年8月29日

遺跡は、盛岡市役所の南西方向約約3.3k皿に位置し、雫

石川右岸の河岸段丘上に立地している。本遺跡に隣接し

て矢盛遺跡が所在し、近接して飯岡才川遺跡が所在して

いる。今回の調査は、一般国道46号盛岡西バイパス改築

工事に伴うもので、バイパス設置予定箇所が対象であ

る。トレンチは7本設定したが、緩やかな北斜面上に設

定したトレンチのうちT4の第Ⅲ層の褐色土から幅90c皿

の溝跡が1条検出された。この溝の周囲から、摩滅が激
第76図 細谷地遺跡位置図

しい土師器片と思われる土器片が1点出土した。

TlへT4を設定した場所は撹乱を受けている箇所が多かった。 TlへT4を設定した場所と水路を挟んで北

側にある一段低い旧水田跡地にT5へT7を設定した。 T6においては、表土直下に褐色粘土質シルトの地山が

現れ、 T5においても旧水田耕作土の下に盛土層が認められたことから、水田造成の際に大きく地形改変を受

けていることが伺えた。地形改変を受けてはいるものの、 T5においては溝跡2条、径170c皿の土坑1基及び

柱穴3基が、 T6においては、柱穴4基及び径140cmの規模を示す土坑1基が、 T5とT6のほぼ中間に設定した

T7においては、柱穴6基が検出された。柱穴の規模は25へ40c皿大で円形を示していた。遺物は、撹乱層から

ではあるが近世陶磁器碗底部片が1点出土した。

今回の調査では、住居跡については確認できなかったが、周囲に所在している飯岡才川遺跡等の検出状況

から、今回の調査区内においても数は僅かながら所在している可能性はあると思われた。

第77図 細谷地遺跡調査区位置図
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23 -般国道46号盛岡西バイパス改築工事関連調査

矢盛遺跡(しE26-0139)

所在地;盛岡市向中野字野原41- 1ほか

事業者;国土交通省東北地方整備局岩手河月旧道事務所

調査期日;平成17年8月鎖)日

遺跡は、 J R盛岡駅の南約3.5kmに位置し、雫石月佑岸

の河岸段丘上に立地している。遺跡の標高は123m前後

を測り、現況は畑地である。今回の調査は一般国道46号

盛岡西バイパス改築工事に伴うもので、バイパス設置予

定箇所が対象である。調査の結果、 TlへT6の北側の高

位面では表土下に削平を受けた第Ⅲ層及び第Ⅳ層が確認

された。 T2以外の低位面(南側)では旧沢跡の埋土であ

る第Ⅱ層が一部で確認されたが、それ以外は高位面と同
第78図 矢盛遺跡位置図

様に表土直下で削平された第Ⅲ層・第Ⅳ層が現れる。北側調査区において、遺構、遺物は確認されなかった。

盛岡市教育委員会で試掘を実施した南側調査区では北側のT9及び南側のT13. T17へT19で古代の溝状遺

構が検出されている。

第79図 矢盛遺跡調査区位置図
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24 一関遊水地事業関連調査

坂下遺跡(N E76-0000)

所在地;西磐井郡平泉町平泉字坂下

事業者;国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務

所

調査期日;平成17年3月8日へ9日

本遺跡は、 J R東北本線平泉駅の北西約1.5kmに位置

し、北上川右岸の河岸段丘上に立地し遺跡の標高は35m

前後を測る。現況は水田と宅地である。東北本線を挟ん

で東側は衣川と北上川により形成された沖積地に向かっ

て急斜面となっており、西側は沖積地に向かって緩斜面

となっている。今回の調査は-関遊水地事業に係るもの

で、本事業に関連して敷設替えさせられるJ R東北本線

予定地に7本のトレンチを設定した。

第80図 坂下遺跡位置図

調査の結果、 Tlトレンチにおいて柱穴2基を確認し、同遺構から土師器片が出土した。柱穴の平面形は円

形、規模はそれぞれ直径30c皿と直径20cmであった。土師器片は基本層序第Ⅱ層の暗褐色土中から出土した。

TlへT3付近では、耕作上直下に漸移層である基本層序第Ⅱ層の暗褐色土の広がりを確認した。 T4-T7で

は、耕作土は盛土でその下層に旧表土を確認した。このことから、旧地形はTlからT7に向かって現況より

急斜面になっていたことがわかった。調査対象箇所は、 J R東北本線向かいの緩斜面となっている。 Tlと

T2の間に幅約10mの沢跡を確認したことや東北本線の反対側の地形にも沢跡が確認できることから、調査

対象箇所は河岸段丘の縁辺部であったと考えられる。現況の地形は、沢跡を東北本線建設やほ場整備の際に

盛土したものと考えられる。
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第81図 坂下遺跡調査区位置図
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25 緊急地方道整備事業関連調査

境遺跡(ME86-(X鳩9)

所在地;北上市稲瀬町地蔵堂

事業者;北上地方振興局土木部

調査期日;平成18年3月14日

遺跡は、北上市役所の南約5k皿に位置し、北上川に

よって形成された自然堤防上に立地している。遺跡の標

高は50へ51m前後を測り、現況は主に水田となってい

る。今回の調査は緊急地方道整備事業に伴うものであ

る。今回の調査では過去に平安時代の遺物が確認されて

いることから、古代に営まれた集落の位置を推測して地

形の異なる3地点にTlへT3のトレンチを設定した。 T

lは今回の調査区では最も低い位置にあたり、同トレン

チの層序を観察すると耕作土の下に褐色砂礫層が入り、

第82図 境遺跡位置図

その下にグライ化した青灰色砂質土が入る。これを

掘るとその下は洪水堆積層と見られる褐色土と暗褐色土が交互に入り、地表から-390cmほどの地点で褐色

砂礫層が確認された。本トレンチからは遺構、遺物は確認されなかった。 T2はTlから北側に隣接する市道

を隔てて位置する田面に設定した。本地点はTlを設定した田面に比べて高い位置にある。本トレンチの層

序は表土・耕作土の下に旧耕作土の暗褐色土が堆積し、その下に洪水堆積層の褐色砂質土が入る。その下が

やや黒みがかった極暗褐色土で、この上面が遺構の検出面であり、ここから竪穴住居跡が確認された。焼土、

炭化物及び内黒の土師器が出土しており、底部が裏返しになって残りが非常に良いものと思われるものも1

点確認されている。 T3はT2の北東に隣接する畑地に設定した。 T2を設定した水田とT3を設定した畑地の

間は水路で区切られており、畑地の方が水田より一段低い。 T3からは遺構、遺物は確認されなかったが、層

序はT2のものと全く同じであり、この面でも遺構、遺物が所在する可能性は高い。

今回の調査区は南西側の高位面から緩やかに広がる微高地にあたり、竪穴住居跡が確認された地点はその

中でも比較的高い面にあることから、当時の人々は微高地の斜面に居住していたものと見られる。

第83国 境遺跡調査区位置図
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26 県単道路改良事業関連調査

野田I遺跡(ME舐-2213)

所在地:北上市才の羽々地内

事業者:北上地方振興局土木部

調査期日;平成18年3月15日

遺跡は、北上市役所の北東約3.2k皿に位置し、北上川支

流の大域川右岸に形成された沖積地上の微高地に立地し

ている。現況は主に水田及び宅地となっている。今回の

調査は歩道設置工事に伴うもので、歩道設置予定箇所及

び道路側溝新設箇所が対象である。試掘調査に先立ち、

当課で現地踏査をした際、石器の剥片を1点表面から採

集した畑地にTlを設定した。第Ⅲ層土面で、径20へ25

cm大の柱穴状土境が4基検出され、このうち3基は間尺
第84図 野田I遺跡位置図

が90c皿であり、互いに規則性を有して並んでいたことから、掘立柱建物を構成する柱穴列であると推測した。

遺構の埋土は黒色で、固くしまっていた。遺物については確認できなかったため、遺構の構築時期は不明で

ある。

Tlを設定した畑地に比べて約50cm低い畑地にT2を設定した。遺構及び遺物は確認できなかった。本遺跡

は、縄文・弥生及び古代の複合遺跡であるから、複数の検出面が所在している可能性があることから、 Tl及

びT2の一部を掘り下げたが、縄文時代、弥生時代の生活面と思われる層については確認できなかったことか

ら、検出面は1面であると推測した。また、 Tl及びT2においても、基本層序どおりの堆積を示し、 Tlから

約80m離れた標高の低い畑地に設定したT2においても検出面が確認されていることから、遺構が広い範囲

で所在している可能性が高いと判断した。

第85図 野田工遺跡調査区位置図
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27 ほ場整備事業中寺林地区関連調査

八幡Ⅲ遺跡(しE96-2227)

所在地;石鳥谷町中寺林地内

事業者;花巻地方振興局農林部農村整備室

調査期日;平成17年10月31日

平成18年l月10日・12日

遺跡は、 J R東北本線石鳥谷駅の南約2k皿に位置し、

北上川支流耳収用と葛丸川に挟まれた河岸段丘上に立地

し標高は90m前後を測る。平安・近世の遺跡として周知

されている。今回の調査は、ほ場整備事業に係るもの

で、パイプライン、給水栓設置箇所が対象である。調査

対象箇所に13本のトレンチを設定した(T2lへT33トレン

チ番号は八幡Ⅱ遺跡からの続き)。

調査の結果、路肩に設定したT21において、土坑1基

と溝状遺構1条を確認した。土抗の規模は80cmx30c皿以
第86図 八幡Ⅲ遺跡位置図

上で埋土は黒色土であった。溝状遺構は幅330c皿で東西

方向に伸び、トレンチ断面を掘り下げ確認したところ基本層序とは異なる黄褐色上粒がレンズ状に堆積して

いた。遺構の規模から堰跡の可能性も考えられる。

T17、 T18 (八幡Ⅱ遺跡)では、 150cmの盛土下層に湿地土の黒褐色土を確認した。 T22では旧表土が残って

いたが、遺構及び遺物は確認できなかった。 T24へT33は、盛土下層は黄褐色の地山及び地山下層の砂層で

あった。

調査対象箇所は開田の際に旧地形が大きく改変された箇所であり、遺構が確認されたT21は、周囲より一

段高かったため、改変の影響をあまり受けずに済んだため旧地形がが残ったと推測される。今回遺構が確認

された場所は、八幡Ⅱ遺跡と隣接した箇所であり地形も連続していることから、八幡Ⅲ遺跡と八幡Ⅱ遺跡は

同一遺跡の可能性も考えられる。

第87図 八幡Ⅲ遺跡調査区位置図
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28 ほ場整備事業中寺林地区

八坂遺跡(しE鎚-1159)

所在地:花巻市石鳥谷町中寺林地内

事業者:花巻地方振興局農林部農村整備室

調査期日:平成17年10月31口、 12月2日

平成18年1月10日、 11日、 27日

本遺跡は、花巻市役所石鳥谷総合支所の南西約1.5k皿、

北上川の支流耳収用と葛丸川に挟まれた河岸段丘に立地

している。遺跡の標高は98m前後を測り、現況は畑地、

農道及び水田となっている。今回の調査はほ場整備事業

に伴うものである。

今回の調査では遺跡の中央部、南辺部及び東辺部を中

心とした区域のほか、遺跡の北側及び東側の隣接部にも

トレンチを入れて調査を実施した。今回の事業は道路の 第88図 八坂遺跡位置図

路肩及び曲面の畦道都にパイプラインを設置したり給水

栓を取り付けたりするものであり、今回のトレンチもその部分に沿って設定した。本遺跡の南端にあたるT

l-TlO及びT48へT49、 TlへT9については遺構、遺物とも確認されなかったが、 T50については柱穴状土

抗が4基確認された。確認面は第Ⅲ層上面である。 T51の土抗はトレンチの北端から検出された。 TlOの柱

穴はその距離から考えてT額)から検出されたものと関連する可能性もある。土抗の規模は径25へ35cmほどで

ある。南端の道路沿いから一本北の道路沿いに設置したTllへT16ではT12から地表-15cmで幅30cmの溝跡

1条、 T14では地表-50cmで幅70cmの溝跡1条をそれぞれ検出した。またT15からは地表-40cmから径30c皿

の柱穴状土坑が1基確認された。遺跡の中央部を南北に縦断する路線上に設置したトレンチのうちT18から

は地表-1("cmの地点で土師器片を少量包含する黒褐色上層の堆積が確認された。層厚は20cm程度である。

また隣接するT17でも-1(X)cmで径150cm以上の住居状遺構が検出された。遺跡の東端のT21からは葛40cmか

ら径00c皿の柱穴状土坑が1基、 TOOからは柱穴状土坑が2基、それぞれ確認されている。

第89図 八坂遺跡調査区位置図
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29 ほ場整備事業(白山地区)

道上遺跡(NE47-0045)

所在地:胆沢郡前沢町白山字道上地内

事業者;水沢地方振興局農政部農村整備室

調査期日;平成17年9月8日、 9日

本適跡は、前沢町役場の北東約3k皿に位置し、北上川

右岸の河岸段丘上に立地している。遺跡の現況は水田跡

で標高は約31m前後を測る。

今回の調査はほ場整備事業に伴うもので、事業予定地

内にトレンチを49本設置した。調査の結果、いずれの調

査区も過去の整備事業における影響で地形が改変されて

いる状況であった。

調査区西側(T4-T9、 T12へT19)は低位面で、水田
第90図 道上遺跡位置図

開田時の造成で地山まで削平されている箇所が多く、遺構はT7、 T13、 T16で溝状遺構、 Tllで土抗等が確

認されているが、詳細時期は不明で遺物は出土していない。時期が確認されている遺構では、調査区中央の

一段高い面にあるT27から竪穴住居跡・土抗が確認され、遺構の埋土や周辺から土師器杯・土師器聾の破片

が出土している。また調査区東側のT32で古代の竪穴住居跡、 T33で土境が確認されるなど遺構が点在して

みつかっている。また、 T28-T31、 T36、 T45へT49では表土直下に地山が確認されるなど場所によって

開田時の掘削の影響等により遺構検出面の残存状況が大きく異なっているのが確認された。

第91図 道上遺跡調査区位置図
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30 資源リサイクル畜産環境整備事業

下閉伊北部地区関連調査

島越V遺跡(KG33-1191)

所在地:下閉伊郡田野畑村島越地内

事業者;宮古地方振興局農政部

調査期日;平成17年8月23口、 24日、 25日

調査対象箇所は、田野畑村役場南東約4.2kmに位置し海

岸段丘上に立地する。標高は185m前後を測る。現況は、

主に草地となっている。遺跡は、縄文時代の集落跡とし

て周知されている。今回の調査は、資源リサイクル畜産

環境整備事業に係り、草地改良箇所、草地切士対象箇所

が対象である。調査対象箇所に28本のトレンチを設定し

た(TlへT28)。
第92図 島越V遺跡位置図

調査の結果、調査対象箇所中央部のTllとT12において焼土状遺構2基を確認した。 T11で確認した焼土

状遺構は、深さ50cmの盛土直下、直径40cm円形を呈していた。 T12で確認した焼土状遺構は深さ60cmにおい

て、直径70e血円形を呈し、焼成もしっかりしていた。 T12の遺構付近は漸移層と思われる褐色土が残ってい

る。遺構周辺から縄文土器片も出土したことから、焼土状遺構が住居跡に伴う可能性もあると考え、トレン

チを広げ住居跡の壁の立ちあがり等を探したが確認できなかった。調査対象箇所南側のT27において、深

さ80cmの盛土直下地山両において、130×80c肌の楕円状土抗を確認した。盛土周辺に焼土粒がブロック状に混

在する点、壇上から銅銭が山上した点などから、近世の墓抗の可能性もある。

調査対象箇所北側の斜面は表土直下地山で、漸移層がみられなかった。焼土状遺構を確認した中央部は、

南東向きの緩斜面となっているが、上部は表土を剥ぐと地山が現れ、下部は盛土直下礫層が広がっていた。

南側は、盛土内にゴミが混在していた。以上のことから、旧地形は、前回の草地造成等において大きく改変

されたことが分かった。

第93図 島越Ⅴ遺跡調査区位置図
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31資源リサイクル畜産環境整備事業

下閉伊北部地区関連調査

清水野V遺跡(K G43-2376)

所在地;下閉伊郡岩泉町小本

事業者;宮古地方振興局農政部長

調査期日;平成17年9月6日

遺跡は、三陸鉄道北リアス線小本駅から北北西約2.6km

の海岸段丘上に立地する。調査対象区の現況は草地で、

現道に面する北西半部(高位面)ほほほ平坦、南東側は沢

に向かってやや急に落ち込む地形を呈している。

今回の調査は畜産環境整備事業に係るもので、草地再

造成箇所が対象である。高位面の縁を低位部へ切り崩す

ことで斜面の平滑化を図る設計であることから、高位而

から切り土予定範囲、さらに低位部を連続して観察できるトレンチを2本設定した。

調査の結果、縄文時代(中期?)竪穴住居跡4棟、縄文時代(詳細時期不明)土坑5基が切り土予定箇所で

ある高位面縁辺部付近に集中して検出された。また斜面部から低位面にかすては縄文土器片を包含する褐色

土層の良好な堆積が検出された。

一方、高位面では10へ15cmほどの現表土直下に地山が露出し、 Ⅱ層の残存は確認されないことから、後世

の整地による平坦面であることが明らかだが周辺に残存する原地形と比較すると改変の度合いは低く、遺

構が残存する可能性は高いと判断した。

第95図 滴水野V遺跡調査区位置図

-65-



32 資源リサイクル畜産環境整備事業

下閉伊北部地区関連調査

浜岩泉Ⅵ遺跡(KG33-1030)隣接地

所在地;下閉伊郡田野畑村浜岩泉192

事業者;宮古地方振興局農政部

調査期日;平成17年8月26日、 9月5日へ6日

本調査区は、田野畑村役場の北東約3.3kmの海岸段丘上

に立地する。調査区の標高は200-225mを測り、現況は

牧草地となっている。

今回の調査は畜産環境整備事業に係るもので、草地再

造成箇所が対象である。今回の事業においては調査区の

南側の高い部分の切り土を行い、その土を調査区北部を

中心とする低い部分に盛土をする計画であることから、
第96図 浜岩泉Ⅵ遺跡隣接地位置図

最初に調査区南部の高位面をを中心に調査を実施した。その結果、調査区北東から北へ15m、そこから西へ

7mの位置(T3南東隅部分)から径60×65cmほどの土坑が1基確認された。同遺構は地表葛40c皿の地点より

検出されている。さらにT15の南西部より径90×95c皿の土抗が地表-25c皿の地点から検出された。

今回確認された遺構は以上土坑2基であったが、いずれも標高220mを超える地点から確認されており、盛

土を予定した低位面からは遺構が確認されなかった。遺物は伴わなかったため、遺構の時期は不明である。

. 重

0 1 : 1500 150m

重量重量韮星
第97図 浜岩泉Ⅵ遺跡隣接地調査区位置図
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33 資源リサイクル畜産環境整備事業

下閉伊北部地区関連調査

可能性あり(り

所在地;下閉伊郡田野畑村萩生地内

事業者;宮古地方振興局農政部

調査期日;平成17年7月6日

8月4日

調査対象箇所は、田野畑村役場北西約7.5k皿に位置し北

上山地から連なる丘陵の南東向きの斜面に立地し、標高

は200m前後を測る。現況は、草地となっている。今回

の調査は、資源リサイクル畜産環境整備事業に係り、田

野畑村教育委員会の分布調査において遺跡の可能性あり

との回答を得た箇所が対象である。調査対象箇所に41本
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第98図 可能性あり(①位置図

のトレンチを設定した(TlへT41)。

調査の結果、 T27において深さ30cmより290×40c皿の陥し穴状遺構l基、130×80cm楕円状の土坑1基を確認

した。遺構が確認された周辺の層序は、盛土直下風化花崗岩層であった。このことから、確認された遺構の

上部は削平され、下部のみ残存したものと推測される。遺構の広がりを確認するため遺構周辺のトレンチを

広げ、さらにその周辺にトレンチを密に入れたが、遺構は確認できなかった。

調査対象箇所は、東側縁辺部で盛土下に旧表土の黒褐色土が確認できが、調査対象箇所ほぼ全域が盛土直

下風化花崗岩層であったことから、前回の草地造成の際、旧地形は大きく改変されたことが分かった。

第99図 可能性あり③調査区位置図
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34 ほ場整備事業

南日向遺跡(ME76-2110)

所在地;胆沢郡前沢町古城字南日向地内

事業者;水沢地方振興局農政部農村整備室

調査期日;平成17年10月12日へ14日(3日間)

本遺跡は、前沢町役場の北約3.6k皿に位置し、明後沢川

左岸の河岸段丘上に立地している。遺跡の現況は水田及

び畑跡で標高は85m前後を測る。

今回の調査はほ場整備事業に伴うもので、事業予定地

内にトレンチを56本設置した(TlへT56)。調査の結果、

いずれの調査区も過去のほ場整備事業における影響で地

形が大きく改変されている状況であった。

調査対象区は大半が、水田開田時の造成で地山まで掘
第100図 高日向遺跡位置図

削されている箇所が多く、第I層・表土(耕作土・盛土)の厚さは約30へ80c皿で、その直下で地山の褐色土が

確認される。検出された遺構はTlで古代の竪穴住居跡に伴うカマド燃焼部・煙道部が確認され、周辺から土

師器杯片を伴って見つかったが、遺構全体の形状や規模等は削平の影響で確認できない状況であった。他の

トレンチにおいては、遺構・遺物は見つかっていない。

第101図 高日向遺跡調査区位置図
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35 ほ場整備事業

高日向北遺跡(ME76葛0003)

所在地;胆沢郡胆沢町中山

事業者;水沢地方振興局農政部農村整備室

調査期日;平成17年11月4日

本遺跡は、胆沢町役場の南東約5k皿に位置し、明後沢

川左岸の河岸段丘上に立地している。遺跡の現況は水田

及び畑跡で標高は86へ87m前後を測る。

今回の調査はほ場整備事業に伴うものであるが、平成

17年10月11日の調査時に現地を確認した結果、埋蔵文化

財の調査が必要と思われた事業予定地内において水路お

よび道路を新設する箇所・田面に切土を施す箇所を中心

にトレンチを9本設置した(Tl-T9)。調査の結果、上
第102図 高日向北遺跡位置図

記のような層序が確認されたが、第Ⅱ層の黒褐色土が確認できたのはごく一部の箇所で、大半は過去の水田

造成に伴う工事で地山まで掘削を受けている。遺構が確認されたのはT6・ T7の表土下の第Ⅲ層からで、 T

6では土坑1基、 T7では土坑2基・陥し穴状遺構l基が検出されたが遺物は伴わない。遺構の規模・形状は

T6で検出した土抗が径110×90cmで円形、 T7で検出した土抗がそれぞれ径150×120cm、 210×130cmで楕円

形、陥し穴状遺構が径280×40c皿で溝状を呈する。遺構の時期は埋土の状況から縄文時代のものと考えられ

る。他のトレンチで遺構・遺物は見つかっていない。

第103図 高日向北遺跡調査区位置図
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36 ほ場整備事業

沼尻遺跡(ME96-1215)

所在地:江刺市稲瀬字沼尻地内

事業者;水沢地方振興局農政部農村整備室

調査期日;平成17年11月25日

本遺跡は、江刺市役所の北西約4.3k皿に位置し、北上川

左岸の自然堤防上に立地している。遺跡の現況は水田跡

および畑地等で標高は約44へ45mを測る。

今回の調査はほ場整備事業が計画されたことを受け、

当課が平成12年3月29日に分布調査を実施し、その結果

近隣に存在する周知遺跡以外に地形的に埋蔵文化財を包

蔵する可能性を有する箇所が複数確認されたため、試掘

調査を実施することとなったものである。

/
′
や

第104図 沼尻遺跡位置図

周知の沼尻遺跡範囲内において事業を行う予定の箇所にトレンチを26本設置した(TlへT26)。

調査の結果、自然堤防頂部に位置し、既存の水田・水路・道路などに係わって過去に行われた工事による

影響を受けているT6へT18では遺構検出面と考えられる第Ⅲ層(褐色土層)は大きく掘削され、遺構・遺物

は見つかっていないが、同じく自然堤防の頂部に位置し、これらの影響の少ないT5 ・ T12では遺構及び遺物

を確認した。遺構はいずれも竪穴住居跡でT5 ・ T12より各1棟検出し、出土した遺物から平安時代に属する

ものである。また堤防縁部に位置するTlへT3では過去に行われた水田開田による造成工事の影響で地山ま

で掘削されている状況であった。調査区西端部のT19へT26についても現在、水田に盛土を施して畑地・宅地

として利用されているが、過去に行われた水田造成工事で地山が大きく掘削されているのを確認した。

第105図 沼尻遺跡調査区位置図
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37 ほ場整備事業更木新田地区関連調査

野沢I遺跡(ME46-1386)

所在地;北上市更木17地割及び18地割地内

事業者;北上地方振興局農林部農村整備室

調査期日;平成18年1月10日一11日、 16ロー17日

本遺跡は、東日本旅客鉄道村崎野駅の北東約4 k皿に位

置し、北上川によって形成された沖積地上にある中島状

の微高地に立地しており、現況は水田及び宅地となって

いる。今回の調査はほ場整備事業に伴うものであり、排

水路・農道設置箇所及び切土予定の田面が対象であるが、

旧来の遺跡範囲内及び地形的に連続性があると思われる

その隣接区域を調査対象区とし、 17本のトレンチを設定
第106図 野沢工遺跡位置図

して調査を行った。

T377においては畝間状遺構が検出され、またT380においては水田状遺構が検出されたほか、遺跡隣接地

に設定したT385においては、土師器の藷の口綾部片を含む竪穴住居状遺構が検出されたことから、今回の調

査区は、畑地あるいは水田といった生産の場が隣接した古代の集落跡である可能性が高いと思われる。

また、 T381においては、縄文時代後晩期に属すると思われる土器を主体とする遺物包含層が表土直下で検

出された。このトレンチにおいては、第Ⅱ層から第Ⅳ層までが確認できなかったことから、かつての水田造

成による地形改変を受けている箇所があることが伺えた。

以上のことから、地形改変を受けている箇所が認められるものの、場所によっては、古代の生活面の下層

に縄文時代の生活面が所在している可能性があることが伺えたことから、本遺跡は古代と縄文時代の複合遺

跡である可能性が高い。

第107図 野沢工遺跡調査区位置図
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38 ほ場整備事業更木新田地区関連調査

野沢Ⅱ遺跡(ME46-23(ゆ

所在地;北上市更木19地割地内

事業者;北上地方振興局農林部農村整備室

調査期日;平成17年10月24日、 11月Il日

本遺跡は、北上市役所の北約8k皿に位置し、北上川に

よって形成された自然堤防上に立地している。遺跡の標

高は64m前後を測り、現況は水田となっている。今回の

調査はほ場整備事業に伴うものである。今回は遺跡内及

びその隣接地に錬)箇所のトレンチを設定して調査を実施

した。本調査区の基本層序は暗褐色表土の下部に遺物、

遺構が確認された暗褐色土が堆積し、その下に洪水堆積

層の褐色土が入る。今回の調査区においては東北新幹線

高架橋のすぐ西側は新幹線高架橋建設時にⅡ層まで削平

されている状況が観察されたが、それより西側の遺跡の

範囲内に含まれている部分からはまんべんなく遺構、遺 第108図 野沢Ⅱ遺跡位置図
物が確認されている。堤防のすぐ南側に設置したT253-

1からは地表-35c皿から縄文土器の包含層が確認され、 T259のⅡ層下部からは土師器片が出土している。更

にT262とT263からはどちらも東西方面に走る溝状遺構が確認されているが、方向、規模等から見てこの2

つはつながる可能性がある。 T265-2からは地表-40cmからフレークが、同-55cmから土師器、須恵器片がl

片ずつ出土し、そのすぐ西隣のT265からは上層より摩滅した土師器片が、 -60c血より縄文土器及びフレーク

が出土している。 T265の縄文土器が出土した面については住居状遺構の可能性もある。 T264、 T267から

も-50一〇57cmの間から須恵器、縄文土器などが出土している。 T269からはⅢ層上面の地表一80c皿の地点

より遺物が伴わない竪穴住居跡が検出されている。このあたりまでの地域が自然堤防の高まりの部分であ

り、それより西側になると一部で土師器片などが出土しているものの、遺物、遺構の密度は薄くなる。一方、

堤防内は土層の堆積状況は堤防外と同様であるが、 Ⅲ層は比較的浅い面で褐色土がシ)レト、砂層に変わって

いく様子が観察された。 T294では-50c皿の地点の黒色土と焼土粒混じりの土から土師器片が出土している。

T298の地表葛25cmの地点からは縄文土器が、 T299のⅡ層上面からフレークがそれぞれ出土している。 T

290の地表-70cmからは弥生土器の出土が確認され、 T288の-25c皿、 Ⅱ層上部からは90c血ほどの土抗が確認

されている。 T301の-50c皿の地点から遺物包含層が確認されている。

以上の結果、本遺跡の北東部から南部中央やや東側にかすての地域は自然堤防の高まりが現在の堤防を越

えて続く部分であり、遺構、遺物が集中する地域であることが明らかとなった。

第109図 野沢Ⅱ遺跡調査区位置図
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39 ほ場整備事業更木新田地区関連調査

舟渡I遺跡(ME46-13敦))

所在地;北上市更木17地割及び18地割

事業者;北上地方振興局農林部農村整備室

調査期日;平成17年10月17日へ21日、平成18年1月

25日へ26日、 2月1日へ2日

本遺跡は、東日本旅客鉄道株式会社村崎野駅の北東約

2.6k皿に位置し、北上川によって形成された自然堤防上に

立地しており、現況は水田及び宅地である。今回の調査

はほ場整備事業に伴うものであり、排水路・農道設置箇

所及び切り土予定の田面が対象であるが、旧来の遺跡範

囲内及び地形的に連続性があると思われるその隣接区域

を調査対象区とし、 140本のトレンチを設定した。
第110図 舟渡工遺跡位置図

現在の堤防南側の比較的標高の高い水田部分から北側の住宅地が所在している区域にかけて、住居状遺構

をはじめ、土抗、柱穴状遺構が数多く検出され、埋土に平安時代のものと思われる土師器片を含む遺構も検

出された。また、旧地形の標高の高い部分を削平して造成されたと思われる区域においては、縄文時代後晩

期に属すると思われる土器片を含む包含層が広がっており、、この包含層下には遺構が所在している可能性が

ある。

今回の調査区内においては、古代のものと思われる遺構は遺物を伴って数多く検出されたが、縄文時代に

属すると推測される遺構は、明確には検出できなかった。本遺跡は縄文時代と古代の複合遺跡であると思わ

れる。
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第111図 舟渡I遺跡調査区位置図
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41ほ場整備事業更木新田地区関連調査

舟渡Ⅱ遺跡(ME46-2314)

所在地;北上市更木19地割

事業者;北上地方振興局農林部農村整備室

調査期日;平成17年10月24日

本遺跡は、北上市役所の北東約7.8k皿に位置し、北上川

によって形成された自然堤防上に立地している。遺跡の

標高は65へ66m前後を測り、現況は水田である。今回の

調査はほ場整備事業に伴うものである。

本遺跡の基本層序は表土下に上部に土師器、下部に縄

文土器が含まれる暗褐色土が入り、最下層に地山の褐色

土と続くが、調査区東部の東北新幹線の高架橋に近い地

点については遺物が含まれる暗褐色土は削平されてい
第112図 舟渡Ⅱ遺跡位置図

る。今回の調査では調査区の南部に設定したT227へ234から柱穴状土抗、溝状遺構、遺物包含層などの遺構

がまとまって確認されている。特に遺物包含層についてはT228-T230、 T232へT233と南部に設定したト

レンチの多くの地点で確認されており、 T228においては地表-50c皿で土師器が、 -70c皿で縄文土器及び石器

の剥片がそれぞれ出土している。またT232では-50c皿から縄文土器が出土しており、その周囲には焼土粒、

炭化物等が確認されている。 T227からは柱穴状土境が2基確認された。規模は径40×40c皿及び30×30c血の

もので埋土には炭化物と焼土粒が少量ではあったが含まれていた。またT231から検出された溝状遺構は幅

60c皿で南西から北東へ延びていた。またT234から検出された柱穴状土抗は径13×14c皿と小さいが、埋土中

から縄文土器が1点出土している。

〔言
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第113図 舟渡Ⅱ遺跡調査区位置図
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42 ほ場整備事業更木新田地区関連調査

六日市遺跡(ME46-0392)

所在地;北上市更木4地割

事業者∴北上地方振興局農林部農村整備室

調査期日;平成17年10月12日

本遺跡は、北上市役所の北約8kmに位置し、北上川に

よって形成された自然堤防上に立地している。遺跡の標

高は66へ67m前後を測り、現況は水田である。今回の調

査はほ場整備事業に伴うものである。

本遺跡の基本層序は表土の下に黄褐色土、その下に黒

褐色土、更に地山の褐色土と続くが、北上Iiiによって自

然堤防が形成されたことを示す層序となっている。今回

の調査区からは上境及び陥し穴状遺構の2つの遺構が確
第114図 六日市遺跡位置図

認されている。土抗は調査区の南側に設定したT113で検出されているが、規模は90×90c皿、検出面は地表か

ら-50cmほどである。これに関連する遺構、遺物をTlll、 Tl14、 Tl16、 T117などを設定して確認したが、

それらのトレンチからは確認することができなかった。陥し穴状遺構は調査区の南西部にあたるT88から検

出された。規模は160×30cm以上で向きはほぼ東西、検出面は地表から-80cmほどである。遺構の一部は東

側の調査区外に伸びているものと見られる。

第115図 六日市遺跡隣接地調査区位置図
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43 ほ場整備事業更木新田地区関連調査

市の川Ⅱ遺跡(ME46-0374)

所在地;北上市更木3地割

事業者;北上地方振興局農林部農村整備室

調査期日:平成17年10月12日

本遺跡は、北上市役所の北約8kmに位置し、北上川に

よって形成された自然堤防上に立地している。遺跡の標

高は66m前後を測り、現況は水田である。今回の調査は

ほ場整備事業に伴うものである。

本遺跡の基本層序は表土の下に暗褐色土、その下に遺

構検出面である黒褐色土、更に地山の褐色土と続く。本

調査区最南端に設定したT82から煙道が東向きの竪穴住

居跡が検出された。カマドから土師器の饗が出土してお
第116図 市の川Ⅱ遺跡位置図

り、時期は平安時代のものと見られる。検出面は地表-45c皿であった。竪穴住居が検出された面より北東側

の一段高い面に設定したT79、 T80には黒褐色土が残存していたものの、遺構、遺物は確認できなかった。

また、調査区北側の遺跡の隣接地に設定したT65からは陥し穴状遺構が検出された。向きは南西から北東で

規模は26×170c皿以上を測り、北東側に伸びる部分は今回の事業区域外に所在する。検出面は地表-80c皿で

あった。陥し穴状遺構の所在するT65の面とほぼ同じ高さの地,副こT62へT64を設定したが、黒褐色土が20

cⅢほどしか残存せず、遺構も検出されなかった。

三三二二三二二二ノ

醒 態蔑
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三∴∴ご・幸手∴言
第117図 市の川Ⅱ遺跡調査区位置図
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44 ほ場整備事業更木新田地区関連調査

人夫北遺跡(M E47-欲)51)

所在地;北上市更木組地割

事業者;北上地方振興局農林部農村整備室

調査期日;平成17年11月10日へ11日

本遺跡は、北上市役所の北約8k皿に位置し、北上川に

よって形成された自然堤防上に立地している。遺跡の標

高は64m前後を測り、現況は水田である。今回の調査は

ほ場整備事業に伴うものである。

調査の結果、今回設定した72箇所のトレンチのいずれ

においても過去の水田造成時に掘削は受けているもの

の、旧地形が大きく改変されていることはなく、埋蔵文

化財が所在する層は比較的良好な状態で保存されている
第118図 八天北遺跡位置図

状況であった。調査区南部の段丘緑から調査区西部にかけては湿地状の土質であり、表土直下に青灰色粘土

層が、そしてその下には同色の砂礫層が確認された。調査区西部の本遺跡の範囲に係る部分は湿地帯部より

一段高い部分であり、旧地形の残りも良い。 T368の地表-40c皿から時期不明の土器が、またT356の-40c皿

から土師器が、 -45c皿から縄文土器がそれぞれ出土している。 T355の-80cmからは径70cmほどの土抗が確

認された。田区123へ124にあたる地域のT328へT336からは平安時代の竪穴住居跡"土坑・溝跡・柱穴状土

抗などに伴って土師器杯・土師器饗、須恵器饗の破片などが出土している。また第Ⅲ層上面から縄文土器片

も微量ながら出土している。調査区東部のT305へT321からは遺物、遺構とも確認されておらず、遺跡の範

囲は八天北遺跡の範囲より東部の田面124の地域にかけてであることが明らかになった。この部分は土層の

堆積状況からも自然堤防の高位面であるものと思われる。
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第119図 八天北遺跡調査区位置図
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45 特定交通安全施設整備事業

字曽沢遺跡(しE28-0376)

所在地;盛岡市川日宇字曽沢

事業者;盛岡地方振興局土木部

調査期日;平成17年9月21日、 9月30日

本遺跡は、 J R仙北町駅から東約9k皿に位置し、梁川

右岸の河岸段丘上に立地する。標高は210m前後を測り、

現況は畑地等である。今回の調査は一般国道106号出目

地区の歩道設置予定箇所が対象で、調査対象箇所にトレ

ンチを11本設置した(TlへTll)。

調査の結果、第I層・盛土、第Ⅱ層・黒褐色土、第Ⅲ

層・暗褐色土、第Ⅳ層・褐色土の層序を確認した。全体

に現道および旧歩道建設時にかなり掘削を受けており、

調査区西端に位置するT2、 Tll及び、東端に位置するT9、

第120図 宇曽沢遺跡位置図

TlOでは盛土下に第Ⅱ層・第Ⅲ層はなく、第Ⅳ

層の地山および礫層であった。 T3から東側に向かって傾斜する地形であったため、 T6へT8では縄文時代

の遺物を包含する第Ⅱ層一第Ⅲ層の残存状況が良く、 T6で土抗と土器片、 T7で土器片と石錬、 T8で土器片

がそれぞれ検出・出土した。 T6で検出した土抗の規模は径約90c皿で、形状は円形を呈し、第Ⅲ層で検出した。

T6より西側のトレンチ(TlへT5. Tll)と調査区東端のT9、 TlOからは遺物・遺構は見つかっていない。

第121図 宇曽沢遺跡調査区位置図
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46 特定交通安全施設整備事業

戸仲遺跡(しE28-0232)

所在地:盛岡市川目宇戸仲

事業者;盛岡地方振興局土木部

調査期日;平成17年9月30日、11月16日、 9月30日

本遺跡は、 J R仙北町駅から束約7.8k皿に位置し、梁川

右岸の河岸段丘上に立地する。標高は190m前後を測り、

現況は水田および水路等である。今回の調査は一般国道

106号川日地区の歩道設置予定箇所が対象で、調査対象

箇所にトレンチを17本設定した(TlへT17)。

調査の結果、第I層・盛土、第Ⅱ層・黒褐色土、第Ⅲ

層・暗褐色土、第Ⅳ層・褐色士、第V層・砂礫層の層序

を確認した、埋蔵文化財を包蔵する可能性のある第Ⅱ

層・第Ⅲ層を確認できたのは調査区東端のTl、 T2および、
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篇122図 戸仲遺跡位置図

西側のT8へT17で、水田造成時に行った工事の

影響をあまり受けていない箇所である。 T3へT7は耕作土直下に砂礫層があり、第Ⅱ層一第Ⅳ層はすでに掘

削された状況であった。遺物が出土したのはT8-T17で縄文時代の土器・石器の破片が出土した。遺構はT

11の西端で土抗が1基検出された。遺構の規模は径50c皿、埴土は黒褐色土で土器片・焼土粒などを含み、地

表面より90cm下で確認された。また、土層の堆積状況等から遺構・遺物の分布する範囲は今回調査した箇所

よりさらに北西側に延びていることを確認した。
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第123図 戸伸遺跡調査区位置図
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47 農用地総合整備事業下閉伊北区域

真木沢Ⅵ遺跡(KG33-2096)隣接地

所在地;下閉伊郡田野畑村真木沢地内

事業者;鯨資源機構下閉伊北建設事業所

調査期日;平成17年4月19日

本調査区は国道45号線沿いに隣接する真木沢部落公民

館から南西に約200mの場所に位置し、現況は牧草地で

ある。標高は192-200mを測り、遺跡の東側の段丘上位

に真木沢Ⅵ遺跡が隣接する。

今回の調査は農用地総合整備事業に伴うもので、畑周

辺が湿地となっているため、暗渠を設置して排水整備を

行うもので、この暗渠の設置予定箇所の傾斜に沿ってト
第124図 真木沢Ⅵ遺跡位置図

レンチを3本設定した(TlへT3)。

調査の結果、 Tlでは斜面上位の地山面(第Ⅴ層‥暗褐色土)から土坑2基を検出し、縄文土器片1点が出

土した。検出面の残るのはTlの斜面上位側から約25mまでで、斜面下位側は旧地形が崖状になっていたた

め盛土(第Ⅱ層一第Ⅳ層)を施し、整地を行ったと考えられる。盛土の厚さは約工mで盛土下の地山はグライ

化した粘土質土である。 T2もTlと同様に斜面上位側から約20mまでは表土下に第V層が確認できるが、遺

構・遺物は見つからなかった。また、斜面下位側はTlと同様、整地による盛土が施されており、盛土下から

は遺構・遺物はみつかっていない。 T3では斜面上位側が削平のため、 Tl、 T2で観察された遺構面出面は残

存せず、礫層が剥き出しになった状況であり、トレンチ下位に盛土が施されているのはTl、 T2と同じであ

る。

第125図 真木沢Ⅵ遺跡調査区位置図
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第126図 試掘調査出土遺物1
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第128図 試掘調査出土遺物3
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試掘調査掲載遺物一覧(1)

掲載 番号 

遺構名 出土地点 層位 特徴 

l 大平野Ⅱ T40焼土周辺 第Ⅱ層 縄文土器 

2 大平野Ⅱ T40焼土周辺 第Ⅱ層 縄文土器(後期後楽一末葉)・突起あり 

3 大平野Ⅱ T40焼土周辺 第Ⅱ層 縄文土器(後期) 

4 大平野Ⅱ T50 第Ⅱ層 縄文土器(大木7) 

5 大平野Ⅱ T50 第Ⅱ層 縄文土器(大木7) 

6 大平野Ⅱ T50 第Ⅱ層 郷文土器(大木7) 

7 大平野Ⅱ T50 第Ⅱ層 縄文土器(後期) 

8 大平野Ⅱ T50、T51 第Ⅱ層 縄文土器(大木6) 

9 大平野Ⅱ T50、T51 第Ⅱ層 縄文土器(後期) 

10 大平野Ⅱ T50、T51 第Ⅱ層 縄文土器(大木7) 

11 堀野遺跡群 T50 第Ⅱ層 純文土器(後期中葉) 

12 堀野遺跡群 T50 第Ⅱ層 鮒文土器(後期中葉) 

13 徳島 T5 第Ⅱ層 縄文土器 

14 小林寮長 T69 第Ⅲ層 縄文土器襲(中期)・底部・網代痕 

15 小林繋長 T70 第Ⅲ層 縄文土器(大木7) 

16 小林繋長 T70 第Ⅲ屈 縄文土器 

17 小林寮長 T71 第Ⅲ層 縄文土器 

18 小林繁長 T71 第Ⅲ層 近世陶磁器(揺鉢) 

19 小林繁長 T71 第I屑 近世陶磁器 

20 崩田 T12(竪穴住居跡) 第Ⅱ層 土師器(9C後-10C前) 

21 崩田 T12(竪穴住居跡) 第Ⅱ屈 土師器(9C後-10C前) 

22 崩田 T12(竪穴住居跡) 第Ⅱ層 土師器(9C後へ10C前) 

23 可能性あり15 T92(柱穴状土坑) 第Ⅱ層 土師器(9C後) 

24 白山上野 T17 第Ⅱ層 土師器(9C後) 

25 岩谷堂柳沢I T58 耕作土 土師器 

26 岩谷堂柳沢I T58 耕作土 土師器 

27 清田台 T3 第Ⅱ層 縄文土器(中期) 

28 栃洞 T3 第Ⅱ層 縄文土器(後期後楽) 

29 栃洞 T3 第Ⅱ層 縄文土器(後期後薬) 

30 袋帯 Tll 第Ⅱ層 縄文土器(大木9) 

31 袋帯 Tll 第Ⅱ層 縄文土器 

32 袋帯 T= 第Ⅱ層 縄文土器 

33 袋帯 Tll 第Ⅱ層 縄文土器 

34 吉田館 Tll 第Ⅱ層 縄文土器 

35 山館 T5 第Ⅱ層 弥生土器 

36 山館 T5 第Ⅱ層 弥生土器 

37 東Ⅳ Tl 第Ⅲ層検出而 寛永通宝 

38 昼久保Ⅴ T6 第Ⅱ層 縄文土器(中期)・しR 

39 細谷地 T7 撹乱層 近世陶磁器(大堀相馬・19C) 

40 坂下 Tl 第Ⅱ層 土師器卸∴底部・糸切り痕 

41 道上 T27(土坑) 第Ⅱ層 土師器杯・内黒・ミガキ・ロタロ 

42 道上 T27(土坑) 第Ⅱ層 土師器饗 

43 道上 T27(土坑) 第Ⅱ層 土師器杯・内黒・ミガキ・ロタロ・糸切り痕 

44 島越V T6 第Ⅲ層下部 縄文土器 

45 島越V T6 第Ⅲ層下部 縄文土器 

46 清水野 Tl 第Ⅱ層 縄文土器(後期) 

47 清水野 Tl 第Ⅱ層 縄文土器(後期) 

48 滴水野 Tl 第Ⅱ層 縄文土器(後期) 

49 南日向 Tl 第Ⅱ層 土師器杯(9C中一後)・ロクロ 
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試掘調査掲載遺物一覧(2)

掲載 番号 

遺構名 出土地点 屈位 特徴 

50 南日向 Tl 第Ⅱ層 土師器杯(9C中一後)・ロタロ・底部"糸切り痕 

51 沼尻 T5 第Ⅱ屈 須恵器 

52 沼尻 T5 第Ⅱ層 土師器杯・ロタロ 

53 沼尻 T5 第Ⅱ屑 須恵器 

54 野沢Ⅱ T259 第Ⅱ層 土師器襲・ロタロ・ケズリ 

55 野沢Ⅱ T298 第Ⅱ層 縄文土器 

56 舟渡I T204 舞Ⅱ層 純文土器 

57 舟渡I T199 第Ⅱ層 縄文土器 

58 舟渡Ⅱ T228 第Ⅱ屑 土師器杯・底部 

59 舟渡Ⅱ T228 第Ⅱ層 土師器杯・口綾部 

60 舟渡Ⅱ T232 第Ⅲ層 約文土器 

61 舟渡Ⅱ T232 第Ⅲ層 縄文土器 

62 市の川Ⅱ T82(竪穴住居カマド付近) 第Ⅱ層上部 土師器饗"ケズl) 

63 市の川Ⅱ T82(竪穴住居カマド付近) 第Ⅱ層上部 土師器襲・ロタロ 

64 市の用Ⅱ T81 第Ⅱ層下部 土師器襲・底部・ケズリ 

65 人夫北 T332 礫層上層 土師器杯・内黒・ミガキ 

66 八天北 T336(上境) 第Ⅲ層検出面 土師器襲 

67 字曽沢 T8 第Ⅱ屈 縄文土器 

68 宇曽沢 T6 第Ⅱ層 縄文土器 

69 宇曽沢 T8 第Ⅱ層 細文土器 

70 戸仲 Tll 第Ⅱ屈 縄文土器 

71 戸件 T11 第Ⅱ層 縄文土器 

72 戸仲 Tll 第Ⅱ屑 縄文土器 

73 岩谷堂柳沢Ⅱ T3 第Ⅱ屑黒色土内 有言尖頭器 

74 畳久保V T3 第Ⅱ屑暗褐色土内 磨石 

75 昼久保V T3 第Ⅱ層暗褐色土内 磨石 

76 昼久保V T6 第Ⅱ層 磨石 

77 島越V T6 第Ⅲ層下郎 有舌尖頭器 

78 鳥越V T6 第Ⅲ層下部 磨石 

79 鳥越V T6 第Ⅲ層下部 磨石・石斧 

80 島越V T6 第Ⅲ層下部 磨石 

81 島越V T6 舞Ⅲ層下部 砥石 

82 鳥越V T6 第Ⅲ屈下部 敵石 
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Ⅲ 写真図版





斉羽場館跡完掘状況

上和町I遺跡・溝状遺構完掘状況

円尾遺跡完掘状況

田屋遺跡7号土坑完掘

上和町I遺跡・滞状遺構断面

田屋遺跡4号上境完掘

・香し三真○○

円尾遺跡6号土坑完掘

写真図版1県内遺跡調査状況(1)
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兵法田遺跡調査区全景

写真図版2 県内遺跡調査状況(2)
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巣子Ⅵ遺跡調査区全景



備中館・上和町I遺跡

田屋遺跡

田屋遺跡

24

田屋遺跡

石持I遺跡

浦沢遺跡

蒲沢遺跡

写真図版3 県内遺跡等出土遺物(1 ) -発掘調査-
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脈 田園"\

19

写真図版4 県内遺跡等出土遺物(2) -試掘調査
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